
馬淵川と遊び  馬淵川と育む
７月13日に「馬淵川カヤック体験」が行われました。
カヤックで馬淵川に漕ぎ出した子どもたちは、笑顔で水を浴び
ながら、楽しそうに川を渡っていました。
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『
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』

は
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
皆

さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
た
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う

支
援
す
る
た
め
の
拠
点
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

は
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・

社
会
福
祉
士
・
保
健
師
な
ど
の
専

門
職
が

の
業
務
を
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
専
門
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
な
ど
、
地
域
の
様
々
な
組
織

と
連
携
・
協
力
し
、
必
要
な
と
き

に
適
切
な
内
容
で
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、
６
月
１
日
に
開
設
し

た
南
部
町
医
療
健
康
セ
ン
タ
ー
に

移
設
さ
れ
、
外
来
患
者
や
退
院
が

近
い
患
者
の
相
談
に
即
座
に
立
ち

会
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
病
院
と
の
連

携
が
図
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
に
関
す
る
相
談
や
心
配
ご

と
、
健
康
や
福
祉
、
医
療
に
関
す

る
こ
と
の
ほ
か
、
近
所
に
暮
ら
し

て
い
る
高
齢
者
に
関
す
る
相
談
な

ど
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
介
護

や
福
祉
の
各
種
制
度
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
や
資
源
も
活
用
し
な
が
ら
、
高

齢
者
が
自
立
し
、
安
心
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
身
近
な
窓
口
と

し
て
、
町
内
に
４
か
所
あ
る
「
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
も
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
・
協
力

し
な
が
ら
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

要
介
護
認
定
で
、
症
状
が
比
較

的
軽
度
な
状
態
で
安
定
し
、
心
身

機
能
を
改
善
で
き
る
可
能
性
が
高

い
「
要
支
援
１
・
２
」
と
判
定
さ

れ
た
方
の
「
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ

ン
」
を
作
成
し
て
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
利
用
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
要
介
護
認
定
で
「
非
該

当
（
自
立
）」
と
判
定
さ
れ
た
方

で
も
、
今
後
介
護
が
必
要
に
な
る

可
能
性
の
あ
る
方
や
健
康
に
不
安

の
あ
る
方
の
相
談
を
受
け
付
け
た

り
、
介
護
予
防
教
室
を
紹
介
す
る

な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

各
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
高
齢
者
一
人

ひ
と
り
の
状
態
の
変
化
に
応
じ
、

的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
主
任
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
、
各
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
へ
助
言
・
指
導
を
行
い
ま

す
。
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
総
合
的
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
な
ど
し
て
、

医
療
、
福
祉
関
係
者
、
そ
の
他
関

係
機
関
の
方
々
と
連
携
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
の
早
期
発
見
や
防

止
、
お
金
の
管
理
や
契
約
に
不
安

の
あ
る
方
へ
の
成
年
後
見
制
度
の

紹
介
な
ど
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
権
利
を
守
る
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

◎在宅介護支援センターきぼう	（老人保健施設「孔明荘」併設）	 ☎０１７８―８４―４７７８

◎ふくち在宅介護支援センター	（特別養護老人ホーム「長老園」併設）	 ☎０１７８―８４―２０１１

◎剣吉在宅介護支援センター	 （ディサービスセンター「あじさい」併設）	☎０１７８―６０―５５１１

◎南部在宅介護支援センター	 （健康福祉センター「ぼたんの里」内）	 ☎０１７９―３４―２００２

地域の身近な相談窓口として、地域包括支援センターと連絡を
取り合い、協力しながら地域の高齢者の相談に応じます。

～地域の身近な相談窓口～
町にある在宅介護支援センター

南部町地域包括支援センターです

こんにちは！

【問合せ】南部町地域包括支援センター（南部町健康センター内）☎ 0178-76-2555

１
．
高
齢
者
に
関
す
る
総
合
相
談

２
．
介
護
予
防
の
計
画
と
支
援

３
．
包
括
的
・
継
続
的
な
支
援

４
．
高
齢
者
の
権
利
を
守
る
権
利

　
　
擁
護

１
．
高
齢
者
に
関
す
る

　
　
総
合
相
談

２
．
介
護
予
防
の
計
画
と
支
援

３
．
包
括
的
・
継
続
的
な
支
援

４
．
高
齢
者
の
権
利
を
守
る

　
　
権
利
擁
護

【問合せ】南部町地域包括支援センター（南部町健康センター内）☎ 0178-76-2555

こんにちは！

南部町地域包括支援センターです
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送迎バスも運行
しています

毎週開催の介護予防教室 毎月、地域の介護予防教室を開催

夏季の熱中症にご注意を達者de 健康相談 開催
今よりもっと “達者” になりたい人に

　地域包括支援センターでは、生活や心身機能の簡
単な確認を行い、該当した方を対象に介護予防教室
を開催しています。

あたま元気教室
　軽い運動や手先を使った創作活動をすることで、
頭の活性化を図ります。
・毎週火曜日 10 時～、14 時～　介護予防拠点施設
・毎週水曜日 10 時～　　　　　 ゆとりあ
・毎週水曜日 14 時 30 分～　　   ぼたんの里

運動器・口腔器の機能向上
　健康運動指導士によるストレッチや簡単な体操な
どを実施しています。また、歯科衛生士・言語聴覚
士による、正しい歯みがきのやり方やお口のお手入れ
について、嚥下機能訓練なども同時に実施しています。
場所　アヴァンセふくち
期間　３か月間毎週木曜日 14 時～（内３回は口腔機
　　　能について同時に実施）
※上記２つの教室の受講は、申込書の提出が必要です。
　詳しくは、地域包括支援センターへお問合せください。

【問合せ】地域包括支援センター ☎ 0178-76-2555

　町にある４つの在宅介護支援センターでは、毎月
無料で地域の介護予防教室を開催しています。予約
不要で参加は自由となっていますので、お気軽にご参
加ください。（９月以降の日程はお問合せください。）

『元気塾』（南部在宅介護支援センター）
場所：保健福祉センター ぼたんの里
時間：13 時 30 分～15 時
８月開催日：８月21 日（木）

『にこにこクラブ』（在宅介護支援センターきぼう）
場所：ゆとりあ
時間：13 時 30 分～15 時 30 分
８月開催日：８月19 日（火）

『あそびりクラブ』（ふくち在宅介護支援センター）
場所：ゆとりあ
時間：13 時 30 分～15 時
８月開催日：８月22 日（金）

『楽しみクラブ』（剣吉在宅介護支援センター）
場所：向山団地集会所（月によって場所変更）
時間：10 時～15 時 30 分
８月開催日：８月28 日（木）
※ものづくり教室の際には、材料費がかかります。

　夏季の熱中症は、毎年気温の高い時期に多く発生
しています。
　暑熱環境下での農作業中はもちろん注意が必要で
すが、他にも、子どもや高齢者は、体温調節機能が
上手に働かないことが原因で、屋内で熱中症になるこ
とがあります。
　気温・湿度が高い時期、時間帯は特に注意してく
ださい。

熱中症の予防策
・こまめな水分補給

　のどが渇いていなくてもこまめに水分は補給し
　ましょう。
・部屋の温度をこまめにチェック

　エアコンや扇風機を使用して上手に温度調節。
・外出の際には、体をしめつけない涼しい服装で

　帽子などの日除けも効果的です。
・周りの人にも気配りを

　ご近所で声を掛け合うなど周りの人の体調にも
　気を配りましょう。

　南部町健康センターでは、毎月第2・4 月曜日（祝日
除く）に健康相談を開催します。体組成計は、体重計
のように乗るだけで体脂肪の他に筋肉量も測定するこ
とができます。今年度は日中来れない方のために夜間
の時間帯も設定していますので、仕事帰りにも利用し
ていただくことができます。若い方も大歓迎ですので、
ぜひご利用ください。
期日　８月11 日（月）、25 日（月）
時間　13 時30 分～16 時30 分、
　　　17 時～19 時（18 時30 分～ 軽体操）
場所　南部町健康センター２階 運動指導室
内容　体組成計での体脂肪・筋肉量測定、血管年齢
　　　測定、骨密度測定、保健師による健康相談
費用　無料

【問合せ】健康福祉課（保健医療班）☎ 0178-60-7100
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西谷さんが新入生を招待するのは今年で 10 年目です

セレモニーで一人ひとり意気込みを語るフルーツ娘

懸命にチームのバトンをつなぐ選手たち 魚やヤゴ、カニ、ヤツメウナギなどを見つけました

南部町名川さくらんぼ狩り

第９回南部町小学校陸上競技記録会 町内４つの小学校で水生生物の採取

　南部町名川さくらんぼ狩りが６月 20 日から７
月 15 日まで開かれ、町内 44 か所の農園では、
期間中、家族連れやツアー客などで大いに賑わい
ました。
　７月１日の「南部町さくらんぼ狩りセレモニー」
では、南部町フルーツ狩り実行委員会の川守田義
雄会長が「今年は天候が優れなかったため心配だ
ったが、何とか平年並みにできて良かった」と笑
顔であいさつ。
　園地では、県内外から訪れた多くの観光客が、
真っ赤に熟した甘いさくらんぼを見つけては、口
いっぱいにほお張り、初夏の味覚を堪能しました。
　また、西谷博さんのさくらんぼ園に、町内４つ
の小学校の新入生約 100 名がさくらんぼ狩りに
招待され、旬のさくらんぼをお腹いっぱい満喫し
ました。
　招待された児童たちは、赤く実ったたくさんの
さくらんぼを「このさくらんぼ大きくておいしそ
う」と歓声を上げながら、満面の笑顔を見せてい
ました。

　第９回南部町小学校陸上競技記録会が、６
月 20 日にふるさと運動公園陸上競技場で開
催されました。
　町内の小学校８校の４年生以上の選手たち
368 名は、同級生や応援に来た家族から大き
な声援と拍手が送られる中、走り幅跳びやソ
フトボール投げなど、全９種目で自己ベスト
の更新に挑みました。
　今年は、走り幅跳び、800 ｍ走、1500 ｍ走、
400 ｍリレーで５個の新記録が生まれました。

　町内の小学校４校の児童が、６月 10 日から
27 日までの間に、名川Ｂ＆Ｇ海洋センター事
業「水に賢い子どもを育む年間型プログラム」
の一環として、如来堂川で水生生物の採取を行
い、川の水質調査を行いました。
　児童たちは、冷たい水の感触に歓声を上げな
がら、ネットなどを利用して石の下に隠れてい
る生物を探し、生き物を見つけると、「見つけ
た！これ何だろう」と興奮した様子で声をあげ、
夢中で川の中を探していました。

町のニュースをお知らせします

南部町の初夏の味覚

自己ベストの更新を目指して 水生生物採取で川の汚れを調査
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掘り起こした土に活性炭を混ぜる 社会を明るくする運動出発式の参加者

チームが一丸となって動きます 当日は東京や函館からの参加者もいました

法光寺参道松並木　保護活動 第 64 回社会を明るくする運動

　県の天然記念物に指定されている「法光寺
参道松並木」の保護を目的に、県樹木医会と
県林業コンサルタントのメンバーが、７月９
日にアカマツ２本の治療を行いました。
　23 本あった県天然記念物のアカマツは、現
在は参道の舗装や車の排出ガスの影響で 14
本まで減少。この日は、２本のアカマツの根
元をスコップなどで掘り起こし、土に活性炭
を混ぜた後、元に戻すことで樹木の力を回復
させ、枯死することを防ぐ処置を行いました。

　犯罪や非行の再犯を防止するため、社会の中
での立ち直りを助ける活動である「社会を明る
くする運動」街頭広報活動の出発式が、７月８
日に南部町役場本庁舎前で開催されました。
　出発式では、工藤町長が「スポーツを通して
青少年の健全育成を行い、犯罪や非行を防止し、
安心安全な町にしたい」とあいさつ。出発式の
後、参加者は、南部町・三戸町・田子町で街頭
啓発活動をし、名久井農業高等学校で開催され
た非行防止のための講演会に参加しました。

　７月21 日、青森県消防操法大会出場をかけて
三八地区消防操法大会が開催され、各市町村の
代表チームが、訓練の成果を競い合いました。
　当町からは、「ポンプ車」の部に「南部第10分
団」。「小型ポンプ」の部に「名川第８分団」が出
場。結果は「ポンプ車」の部では４位、「小型ポン
プ」の部では２位となり、惜しくも県消防操法大
会への出場は逃してしまいましたが、出場選手
は「大勢の方々の助けがあってこの成績が取れま
した。よかったです。」と笑顔を見せていました。

　６月 22 日、ふくち里山あるきがバーデパ
ークを主会場に開催され、183 名の参加者が
８km と 16km のコースに分かれて自然の中
でのウォーキングを楽しみました。
　開会式では、南部町健康増進公社の坂本勝
二理事長が「コミュニケーションをとりなが
らウォーキングを楽しんでください」とあい
さつ。参加者は、周囲の自然や田園の風景を
眺め、野鳥の鳴き声に耳を傾けながら、爽や
かな汗を流しました。

三八地区消防操法大会 ふくち里山あるき

TOWN NEWS　タウンニュース

アカマツ２本を治療 犯罪や非行の再犯を防止

訓練の成果を競い合う 自然の中をウォーキング
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農地の借り受け・貸付け希望者を受付しています

南部町公式ツイッターを開始しました

　農地中間管理機構（あおもり農林業支援センター）では、農地の貸し借りを行い、規模拡大と担い手が作
業しやすい農地環境づくりを進めています。
　この事業では、経営規模を縮小する出し手農家から機構（支援センター）が農地を借り入れ、公募に応募
し公表された規模拡大する受け手農家に、まとまった農地を貸し付けるものです。

　町では、新たな情報伝達手段として、Twitter（ツイッター）アカウントを取得し、運用を開始しました。
町からの行政情報やイベント情報、防災情報を随時発信しています。URLを入力し、アクセスするか、右下
QRコードを読み取ると公式ツイッターを閲覧できます。なお、ツイッターでのお問い合わせは受け付け 
ませんので、ご意見・ご質問の際は南部町ホームページ（http://www.town.aomori-nanbu.lg.jp/）へ 
お問い合わせください。

140文字以内の文章および画像を配信するサービス。
インターネットを介して、行政情報などを発信し、世
界中で南部町に関する情報を見ることができます。

○南部町総合ツイッター
　アカウント：南部町（なんぶちょう）
　　　　　　　@nanbutown
　URL：https://twitter.com/nanbutown

○南部町防災ツイッター
　アカウント：南部町防災
　　　　　　　@nanbutownbousai
　URL：https://twitter.com/nanbutownbousai

【問合せ】総務課（本庁舎） ☎0178-84-2111

南部町総合
ツイッターQR

南部町防災
ツイッターQR

【農地を貸す方のメリット】
・契約期間が終われば、農地は確実に戻ります。
・機構が賃借料を支払いますので、安心・確実で、

手間がかかりません。
・「特例付加年金」を受給できます。
・特定の要件を満たせば、「機構集積協力金」が受

けられます。
【農地を借りる方のメリット】
・毎年の賃借料の払い込みは、機構に申し込めば、

口座から自動振替が可能になり、手間が省けま
す。

・地主が複数いても、機構と契約するだけで済み
ます。

・機構からまとまった農地（受け手の要望に応じ
て簡易な基盤整備をする場合もある）を借り受
けることで、農作業の効率化が可能です。

【応募方法】
　農地中間管理機構のホームページ（http://www.
aomori-norin.jp/gorika/hoyugorika.html）からダウ
ンロードするか役場農林課に備え付けてある応募
用紙に必要事項を記入のうえ、お申込みください。
　記入方法などご不明な点があるときは、お問合
せください。
【申込み・問合せ】

　 ▼南部町役場農林課（中央公民館２階）
　　　☎ 0178-76-2308

　 ▼青森県農地中間管理機構
　　（公益社団法人あおもり農林業支援センター）
　　　☎ 017-773-3131

　 ▼機構三八地域担当（三八地域県民局内）
　　　☎ 090-1490-1336

ツイッターとは・・・

南部町公式ツイッターで情報を発信しています

町の情報をお伝えします
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お祭り情報 【問合せ】　商工観光課（本庁舎） 
☎ 0178-84-2119　　 

夜空に大輪の花火咲く
なんぶサマーフェスティバル
期日　８月 16 日（土）
場所　すみやの河川公園隣接地
内容
　14 時 ～　なんぶ音楽祭（出演：向小金管バンド部、
　　　　 　南部中吹奏楽部、南部小よさこい）
　15 時 40 分 ～　ヨシヒデライブ
　16 時 20 分 ～　HappyDanceライブ
　17 時 ～　ゆかたコンテスト
　17 時 40 分 ～　熊谷育美ライブ
　18 時 40 分 ～　坂本サトルライブ
　20 時 ～　花火大会（約3,500発）

夏の終わりに遊びつくす
南部まつり

期日　８月 24 日（日）
場所　青い森鉄道「三戸駅」周辺
内容　（15時〜20時まで歩行者天国）
　15 時 ～　大名行列
　15 時 45 分 ～　黒石よされ
　17 時 30 分 ～　ナニャドヤラ大会
　　　　　　　　芸能ショー
その他イベント
◯コスプレ
　場所　青い森鉄道「三戸駅」周辺
　時間　13 時 〜 18 時
　料金　1,000 円
　定員　30 名
　内容
　　コスプレおよび写真撮影
　　大名行列への参加（時代劇風のコスプレのみ）
◯歴コン
　場所　青い森鉄道「三戸駅」周辺
　時間　13 時 〜 20 時
　料金　1,000 円（夕食代・施設利用料含む）
　定員　男性：15 名　女性：15 名（先着順）

守り続けた伝統　名川秋まつり
期日　９月 ８ 日（月）〜10日（水）
場所　剣吉地区
内容　 ８日（月）：お通りなど
　　　 ９日（火）：消防パレード、盛岡さんさなど
　　　10日（水）：お還りなど

坂本サトル

熊谷育美

HappyDance

メインの花火大会

黒石よされ

TOWN INFORMATION　タウンインフォメーション
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南部町歩け歩け運動大会参加者募集

南 部 町 成 人 式 　受講者を募集します
南部ふるさと塾移動講座 in 津軽

人が集まるお祭りなどで火気器具を使うとき 

届出と消火器の準備が必要になります

期日　９月 14 日（日） ※ 雨天中止
場所　青森県西目屋村　世界遺産白神山地・暗門の滝
交通手段　町のバスを利用します。当日は各自で乗

車場所にお集まりください。

▼１号車　剣吉公民館（６時発）→名川Ｂ＆Ｇ海洋
センター（６時 10 分）→現地

▼２号車　福地公民館（６時発）→現地

▼３号車　町民体育館（６時発）→現地
参加対象　高校生以上の町民
申込場所　南部町民体育館・名川Ｂ＆Ｇ海洋センタ

ー・福地公民館
申込期間　８月 13 日（水）～８月 20 日（水）

（土・日・祝日を除く）
料金　参加料：1,000 円（入浴料含む）
　　　保険代：50 円

【問合せ】
南部町民体育館
　☎　0179-34-2761
FAX　0179-34-2764

期日　平成 27 年１月 11 日（日）
時間　13 時～ 15 時
場所　南部町立町民ホール（楽楽ホール）
対象　平成６年４月２日から平成７年４月１日生ま

れの現南部町在住者および町内中学校卒業者

　戦国時代の南部氏と関係の深い浪岡北畠氏と津軽
氏の居城跡を訪ね、中世南部氏の足跡や当時の歴史
情勢について学習します。
期日　８月 30 日（土）
時間　６時 45 分　南部分庁舎　集合
対象　南部町民
定員　45 名（先着順、定員になり次第締め切り）
料金　600 円
内容
　６時 45 分　南部分庁舎集合
　　青森市

◇青森市中世の館・浪岡城跡（展示説明・城館
説明）

　　弘前市
◇堀越城跡（城館説明）
◇石川城跡（城館説明）

　19 時 30 分　南部分庁舎着・解散
申込期間　８月 18 日（月）～８月 22 日（金）

【申込み・問合せ】
社会教育課（南部分庁舎）☎ 0179-34-2132

心に残る成人式を自らの手で
成人式実行委員を募集します

対象　平成 27 年成人式出席者
定員　10 名程度
申込方法

電話、FAX または E-mail
（mizunashi-masato@town.

aomori-nanbu.lg.jp）など
で住所・氏名・電話番号
をお知らせください。

申込期限　９月 19 日（金）
【問合せ】

社会教育課（南部分庁舎）
　☎　0179-34-2132
FAX　0179-34-3127

火災予防条例が変わりました！
　平成 26年８月１日から、人が集まるお祭りなどの催し

で、火気器具（ガスコンロや発電機など）を使用した露

店などを出店する場合は「露店等の開設届出書」と「消

火器の準備」が必要になります。

 【露店等の開設届出書】

　最寄りの消防署に備え付けてある届出用紙に必要事項

を記入のうえ、会場図などを添えて催しの２日前までに

消防署へ提出してください。

【消火器の準備】

　当日は消火器の準備をしてください。

【対象となる催し】

　誰でも入場できて火気器具を使用する催し。（夏祭り、

縁日など）※近親者によるバーベキューや幼稚園で父母

が主催する餅つき大会のように相互に面識のある者が参

加する催しは対象外です。

　対象の催しに当てはまるかどうかや消火器をどこに置

けばいいかなどは下記へお問合せください。

【問合せ】八戸消防本部予防課　☎ 0178-44-2133

三戸消防署　　　　　☎ 0179-22-1140

TOWN INFORMATION　タウンインフォメーション 町の情報をお伝えします
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※今月は
岩城美果が
担当します。

Vol.3

※ピカピカのミニトマト。宝石のようです。

福田さん宅に農家民泊をしたジョンさん一家
左からジョンさん、ポーラさん、カレンさん

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
。
農
産

物
も
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た
。

南
部
町
に
は
産
直
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
が
安
く

手
に
入
る
の
で
と
て
も
ぜ
い
た
く

だ
な
あ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の

土
地
の
も
の
を
農
家
直
送
の
新
鮮

な
ま
ま
で
食
べ
る
の
が
一
番
お
い

し
い
で
す
ね
。

　

実
は
私
は
南
部
町
に
来
て
か
ら

野
菜
や
果
物
に
対
す
る
概
念
が
変

わ
り
ま
し
た
。
皮
を
む
か
な
い
ま

ま
で
食
べ
た
ほ
う
が
お
い
し
い
カ

ブ
、
フ
ル
ー
ツ
の
よ
う
に
甘
い
ト

マ
ト
、
ネ
ギ
臭
く
な
い
ネ
ギ
な

ど
。
今
ま
で
食
べ
て
い
た
も
の
は

何
だ
っ
た
ん
だ
、
と
南
部
町
の
農

産
物
は
驚
き
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
季
節
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の

種
類
の
果
物
が
採
れ
る
の
も
魅
力

で
す
。

　

そ
ん
な
南
部
町
の
農
産
物

の
お
い
し
さ
を
伝
え
た
い
と
、

私
た
ち
協
力
隊
も
様
々
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
八
戸
市

の
産
直
へ
農
産
物
を
集
配
し

た
り
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
情
報

発
信
、
各
地
で
の
物
販
な
ど
。

県
外
へ
出
る
と
ま
だ
「
南
部

町
っ
て
ど
こ
？
」
と
い
う
声

が
聞
こ
え
ま
す
が
、
味
に
は

絶
対
の
自
信
を
持
っ
て
い
ま

す
の
で
、
Ｐ
Ｒ 

に
も
力
が
入

り
ま
す
。
そ
ん
な
私
た
ち
の

目
標
は
全
国
ど
こ
に
行
っ
て

も
「
南
部
町
と
言
え
ば
○
○

だ
よ
ね
」
と
い
う
よ
う
な
全

国
で
一
番
に
な
る
よ
う
な
特

産
物
を
発
掘
す
る
こ
と
。
南

部
町
の
農
産
物
に
は
そ
れ
だ

け
の
魅
力
が
あ
る
と
信
じ
て

日
々
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。

さまざまな出来事をお伝えします

描の63

　

私
は
ア
メ
リ
カ
で
農
業
に
関
係

す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
今

か
ら
７
年
前
、
日
本
の
農
業
の
現

場
を
見
た
い
と
思
い
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
情
報
を
集
め
た
と
こ
ろ
、

農
業
体
験
や
農
家
民
泊
が
で
き
る

南
部
町
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

今
回
で
２
回
目
に
な
り
ま
す
が
、

は
じ
め
は
、
他
の
国
か
ら
来
た
私

た
ち
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
だ
ろ

う
か
、
と
い
う
心
配
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
福
田
さ
ん
夫
妻
は

と
て
も
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ

て
、
本
当
の
家
族
の
よ
う
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
「
日
本
の
家
族
」
と
の
再

会
を
楽
し
み
、
心
と
体
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
を
す
る
た
め
に
再
び
南
部

町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

南
部
町
の
観
光
農
園
で
、
旬
を
迎

え
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収
穫
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
私
が
想
像
し
て
い
た

も
の
よ
り
も
粒
が
大
き
く
、
甘
く
て

と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
採
れ

た
て
の
も
の
を
食
べ
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
幸
せ
な
こ
と
だ
と
改
め
て

思
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
で
押
し
花
の
し
お
り
作
り
を
し

た
り
、
福
田
さ
ん
の
家
で
カ
ラ
オ
ケ

大
会
を
し
た
り
、
流
し
そ
う
め
ん
を

食
べ
た
り
と
、
家
族
み
ん
な
で
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
回
、
町
内
の
様
々
な
場
所
を
散

策
し
ま
し
た
が
、
南
部
町
に
住
ん
で

い
る
人
た
ち
に
は
「
お
も
て
な
し
の

心
」
が
根
付
い
て
い
る
と
改
め
て
思

い
ま
し
た
。
町
外
か
ら
来
た
人
を
も

て
な
す
と
、
そ
の
人
が
違
う
人
を
連

れ
て
き
て
…
と
い
う
よ
う
に
と
て
も

良
い
循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。
当
た
り

前
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、

そ
れ
が
で
き
る
こ
の
町
の
住
民
は
、

と
て
も
素
晴
ら
し
い
人
々
で
あ
ふ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

南
部
町
は
第
二
の
故
郷
の
よ
う
な

場
所
で
す
。
い
つ
の
日
か
家
族
全
員

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
に
ま
た
こ
こ

に
帰
っ
て
来
た
い
で
す
。

　

ジ
ョ
ン
さ
ん
の
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
し
に
来
た
」
と
い
う
言
葉
が
印
象

深
く
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

『
お
も
て
な
し
の
心
』
で
、
訪
れ
る

人
を
町
全
体
で
温
か
く
迎
え
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

文
・
農
村
交
流
推
進
課

秋
山　

将
毅

　今回は、7 月21～22 日にかけて福田浩之・優子さん 
夫妻宅に農家民泊をしたジョン・Ｗ・アルブライトさん
に、南部町を訪れた経緯や農家民泊をしての感想をお伺い
しました。

南
部
町
を
訪
れ
た
経
緯

南
部
町
で
の
体
験
活
動

ジ
ョ
ン
さ
ん
が
見
た
南
部
町

取
材
を
終
え
て
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美しくも迫力ある演奏で観客を魅了ガイドからホタルに関する説明を受ける参加者たち

参加者全員が無火災を祈って飾り付けこわごわと動かしていた筆が徐々にとスムーズに

　ながわ吹奏楽団（根市幸一団長）は６月 28 日、

楽楽ホールで同楽団を含む 17 団体 72 名で編成

する「ブラスの森スペシャルバンド」の演奏会を

開催しました。

　演奏会では、映画「ハウルの動く城」の主題曲

やトロンボーンアンサンブルなどの５曲が披露さ

れ、フルートやクラリネットなどの美しい音色に

会場が包まれる中、観客は演奏に合わせて歌を歌

ったり、アンコールの手拍子を送りながら、楽し

い一時を過ごしました。

　長坂下環境保全隊（出町勝会長）主催のホタル

観賞ナイトツアーが７月 19 日から 21 日まで開

催され、町内外の参加者がホタルの舞う幻想的な

雰囲気を楽しみました。

　参加者は、長坂下公園からホタルの生息する地

点へ 700 ｍ程度徒歩で移動すると、淡い光を放

つ無数のホタルに興奮した様子で歓声を上げてい

ました。虫網などでホタルをつかまえた参加者は、

間近でうっとりとホタルの神秘的な光を眺めてい

ました。

　三戸消防署名川分署（赤坂久男分署長）は７月

３日、名川地区の幼年消防クラブの児童たちと防

火七夕飾りを制作しました。

　当日は、南部町消防団女性分団（工藤久美子分

団長）の団員が、児童たちへ人形劇を通して七夕

の物語を説明しました。

　人形劇の後、児童と消防署員、消防団員が一緒

に防火の誓いを立て、無火災を願った短冊などの

七夕飾りを笹へ付け、七夕の歌を歌うなどして無

火災を願いました。

　南部小学校の４年生児童 15 名と保護者 12 名

が、７月 17 日に南部名久井焼見学院窯の窯元で

ある砂庭大門さんから教わりながら、焼き物への

絵付け体験を行いました。

　当体験は、味の素ゼネラルフーヅ株式会社が震

災復興のために開始した事業の一環で、器を通し

て親子や地域との絆を深めることを目的に実施。

参加した児童は、初めての絵付けに「最初は簡単

だと思ってたけど、やってみたら難しかった。ま

たやりたい。」と笑顔で語りました。

まちの話題

美しい音色が会場を包む
ブラスの森スペシャルバンド　演奏会開催

無火災の町を願って
三戸消防署名川分署で防火七夕飾り制作

神秘的な光にうっとり
ホタル観賞ナイトツアー

器を通して絆を深める
南部小学校で、器の絆親子陶芸教室が開催
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旭日單光章を受章された佐々木さん㊧

家族と共に全国大会出場の報告に訪れました （左から）田中陽悦教諭、中山くん、横田英穂校長

LED で成長したホウレンソウを収穫する生徒たち

　公職の立場で社会に顕著な功績を挙げた方に

授与する「旭日單光章」を佐々木市雄さん（沖田

面）が受章されました。

　佐々木さんは旧南部町議員として、昭和55年 

から通算４期16年間、議長などの要職を歴任し、

地域住民の福祉の向上や各産業の振興など町政

の発展に大きく寄与されました。これまでのご功

績に敬意を表し、伝達を行った工藤町長は「これ

からもお元気で、町発展のためにご指導してくだ

さい」とお祝いの言葉を述べました。

　まべち新風ジュニアの山形葵さん（南部小２年）

が全日本卓球選手権大会の県予選を通過し、工藤

町長へ神戸で 7 月 25 日から 27 日に開催される

全国大会の出場報告をしました。

　「悔いの無いよう一生懸命頑張ってきてくださ

い」という工藤町長の激励に、山形さんは「全国

大会に向けて、集中して練習に励み、大会では相

手が強くても最後まであきらめないで頑張りま

す」と、初出場となる全国大会へ向けて意気込み

を語りました。

　中山空竜くん（杉沢小６年）が青森県小学生陸

上競技交流大会「男子走り幅跳び」の部に出場し、

４ｍ５cm の記録で優勝。８月 23 日に神奈川県

横浜市で開催される全国大会への出場が決まりま

した。

　７月９日に全国大会出場の報告へ訪れた中山く

んは「県大会は練習どおり高さを意識して飛ぶこ

とができました。全国大会に向けて、更に高く飛

ぶことを意識して練習に励み、頑張ります」と力

強く決意しました。

　昨年度新設された名久井農業高等学校環境シス

テム科において、LED 照明で野菜を栽培する「多

段式水耕温室」を利用した授業が行われました。

　当授業は、生徒が赤・青・緑の LED の光の強

さをそれぞれ 255 段階で自由に調整したり、光

を照射する時間を変えることで、野菜の成長にど

のような違いが生じるか実験するものです。

　授業の担当教諭は「生徒が実験でたくさん失敗

を繰り返しながら学んでいってほしい」と語りま

した。

TOWN TOPICS

LEDでホウレンソウ栽培
名農環境システム科　多段式水耕温室を利用した授業

町政の発展に大きく寄与
佐々木市雄氏が旭日單光章を受章

最後まであきらめずに頑張る
山形葵さん（南部小２年）が全国大会出場

高く飛ぶことを意識して記録に挑む
中山空竜くん（杉沢小６年）が全国大会出場
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公共工事契約状況（６月24日入札） 問合せ　総務課（本庁舎）  ☎0178-84-2111

工　事　名 工事場所 請負業者 契約額（円） 工　　期

建設工第７号　上町・上平線道路舗
装工事 剣吉地区 助川重機（有） 3,842,100 円 自：26 年６月 27 日

至：26 年８月 29 日

学工第１号　南部町立学校給食セ
ンター空調設備改修工事 上名久井地区 （株）松本工務店 43,848,000 円 自：26 年６月 27 日

至：26 年９月 30 日

むし歯ゼロの
元気な
なんぶっ子

７月10日の３歳児健診にて

なかむら  りゅうぜん くん
（上名久井）

いちさわ  まお ちゃん
（森越）

なかやま  さゆき ちゃん
（鳥舌内）

みうら  りさこ ちゃん
（沖田面）

げんば  はると くん
（福田）

ひらの  れい くん
（森越）

なかがわら  ゆあ ちゃん
（片岸）

やまぐち  みう ちゃん
（埖渡）

したおつぼ  かなで くん
（福田）

たきた  れい くん
（福田）
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月 火 水 木 金 土 日
8月4日 5 6 7 8

巡回バス（C・Dコー
ス）

9
エアロビクス教室

10

11
小学生水泳教室

12 13 14 15
巡回バス（A・Bコー
ス）

16 17
アクアビクス体験
教室

18
小学生水泳教室 / ロ
コモ1500教室 /水
中ウォーキングと水
慣れ教室

19
女性水泳教室/らくら
く筋力アップ体験教
室

20
リラクゼーション健
康教室 / エアロビク
ス教室 / 初心者水泳
教室 / やさしい水中
ウォーキング 500
教室

21 22
ロ コ モ 600・750
体験教室 / 町民水中
ウォーキング1000
教室 / 水中ウォーキ
ング1000教室 /ら
くらくあしの運動転
倒予防体験教室 / 巡
回バス（C・Dコース）

23 24

25
小学生水泳教室 / ロ
コモ1500教室 /水
中ウォーキングと水
慣れ教室

26
女性水泳教室/らくら
く筋力アップ体験教
室

27
リラクゼーション健
康教室 / エアロビク
ス教室 / 初心者水泳
教室 / やさしい水中
ウォーキング 500
教室

28
休館日

29
ロ コ モ 600・750
体験教室 /町民ヘル
シー塾健康教室2

30 31

9月1日
小学生水泳教室 / ロ
コモ1500教室 /水
中ウォーキングと水
慣れ教室

2
女性水泳教室/らくら
く筋力アップ体験教
室

3
リラクゼーション健
康教室 / エアロビク
ス教室 / 初心者水泳
教室 / やさしい水中
ウォーキング 500
教室

4 5
ロ コ モ 600・750
体験教室 / らくらく
あしの運動転倒予防
体験教室 /町民ヘル
シー塾健康教室/ 巡
回バス（A・Bコース）

6 7

内容

ふくちアイスアリーナ

製氷作業、施設設備管理、
車両運転

受付、予約管理

人数 １人 ２人

期間 ９月１日（月）～
平成 27 年３月 31 日（火）

10 月１日（水）～
平成27年３月31日（火）

時間

８時から 22 時 30 分までの間の 
実動７時間 30 分（シフト制）
※ ９月中旬から 10 月初旬の製氷
の際には夜間勤務もあります。

８時から 19 時までの間
の実動７時間 30 分（シ
フト制）

賃金 日給 5, 400 円

条件 土・日・祝日・年末年始に勤務が可能な方を優先します。

申込
期限

８月25日（月）※申込状況によって、期限が早まることがあります。

写真付履歴書とハローワークの紹介状（可能であれば）
を「バーデハウスふくち」フロントへ提出してください。

太極拳教室 臨時職員募集

　「バーデハウスふくち」では、

太極拳教室の受講生を募集してい

ます。

期日　９月 12・19・26 日

　　　10 月 10・17・24 日

　　　11 月７・14 日

　　　（金曜日）

時間　11 時 10 分〜 12 時

場所　バーデハウスふくち

募集人数　15 名

受講料
4,600 円（税込）（８回分）

※ 毎回入館料または入浴

料が別途必要です。

申込方法
「バーデハウスふくち」フ

ロントへ、受講料を添えて

お申し込みください。

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより ☎0178-84-2850
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専門外来診察日

整形外科 受付：11 時 30 分まで

▲

８月23日（土）　８時 30分〜

先天性股関節脱臼 予約制／受付 10 時
30 分〜10 時 50 分

▲

８月23日（土）

眼科 受付：14 時 30 分まで
初診の方は 13 時 30 分まで

▲

８月13日（水）　14時〜15時　木村先生

▲

８月27日（水）　14時〜15時　木村先生

泌尿器科 予約制

▲

８月５日（火）　13時〜　　　柳沢先生

▲

８月11日（月）　13時〜　　　伊藤先生

▲

８月19日（火）　13時〜　　　柳沢先生

▲

８月25日（月）　13時〜　　　伊藤先生

都合により変更になる場合がありますので
ご来院の際は、お問い合せください。

国民健康保険 南部町医療センター
☎ 0178-76-2001

診療科：外科、内科、循環器科、皮膚科、
　　 肛門科、アレルギー科、歯科

おいでよ！子育て支援センター
　子育て支援センターは、幼稚園や保育園に通っていない
お子さんなら、どなたでも参加できます。子育て相談や園
庭の開放、絵本やビデオを貸し出していますので、お気軽
にご利用ください。

福地保育園　☎ 0178-84-4118

わくわくひろば（体験活動）
木曜日／９時30分〜11時

８月21日　ペットボトルで遊ぼう

８月28日　誕生会

９月４日　しゃぼん玉で遊ぼう

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分〜11時

８月20・27日
９月３日

子育てサークルにこちゃんクラブ
月曜日／10時〜12時

８月11・18・25日
９月１日

なんぶ保育園　☎ 0179-34-3034

こすもすクラブ（体験活動）
木曜日／９時30分〜11時

８月７日　水遊び

８月21日　誕生会

９月４日　お月見会

サークルちびこす（自由活動）
月・水曜日／９時30分〜12時

８月18・20・25日
９月 １・３ 日

チェリー保育園　☎ 0178-76-1115

ぴっぴクラブ（体験活動）
木曜日／９時30分〜11時

８月７日　水遊び

８月21日　小麦粉粘土あそび

８月28日　誕生会

ぬくぬく（自由活動）
月・水曜日／９時30分〜11時

８月11・18・20・25・27日
９月１日

       　    地面の形状

　　　　　　 測定日
測定地点

アスファルト 土

７月１日 ７月15日 ７月１日 ７月15日

ふれあい公園 0.052 0.050 0.038 0.040

杉沢研修館 − 0.052 0.054

中央公民館 0.040 0.036 0.026 0.026

名川南小学校 0.038 0.042 0.022 0.024

町民体育館 0.034 0.032 0.036 0.040

元二又屯所付近 0.034 0.036 0.020 0.030

放射線量測定結果
問合せ　住民生活課（南部分庁舎）☎ 0179-34-2509

（単位　μ
マイクロシーベルト

Ｓｖ／ ｈ
アワー

）

測定日：７月１日（火）、７月 15日（火） 　町内対抗の総合優勝制スポーツ大会壮年ソフ

トボール大会が、６月29日に南部中学校グラ

ウンドと多目的球技場で開催されました。結果

は次のとおりです。

優勝
沖通チーム

（４年連続）

準優勝
駅前チーム

第３位
大向チーム

総合優勝制スポーツ大会
　　 壮年ソフトボール大会

4 連覇した沖通チームのみなさん
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福
地
短
歌
会

な
ん
ぶ
短
歌
会

若
　
草
　
会

7
THU

8
FRI

9
SAT
10
SUN
11
MON

12
TUE
13
WED
14
THU
15
FRI
16
SAT
17
SUN
18
MON

19
TUE
20
WED
21
THU
22
FRI
23
SAT
24
SUN
25
MON

26
TUE
27
WED
28
THU
29
FRI
30
SAT
31
SUN

1
MON

2
TUE

3
WED

4
THU

5
FRI

6
SAT

7
SUN

役立っています！ボートピアなんぶ交付金
町道の清掃作業（草刈り、泥上げ）を実施する町内会に、報奨金を交付しています。
平成 25 年度は 41 町内会が利用しました。

内
村
　
貞
子

平
谷 

通
泰

馬
場
　
敬
子

馬
場
　
た
か

沼
畑
　
吉
茂

馬
場
　
　
操

佐
々

木
冴
美

坂
本
　
綾
子

田
中
　
と
し

西
舘
　
ヒ
デ

八
木
田
順
峰

デーレース ナイターレース

遠
き
日
に
母
よ
り
送
り
来
し
便
り
繰
り
返
し
読
む
文
月
の
夜

空
梅
雨
の
庭
に
め
ぐ
み
の
雨
降
り
て
新
た
に
ひ
ら
く
花
の
潤
ひ

新
緑
の
野
山
に
こ
こ
ろ
を
奪
は
れ
て
秋
田
を
め
ざ
す
大
湯
へ
の
旅

谷
間（
た
に
あ
ひ
）の
マ
タ
タ
ビ
の
葉
が
白
く
な
り
季
の
移
り
の
梅
雨
入
り
を
告
ぐ

瞬
き
を
し
ば
し
止
め
て
見
入
り
た
り
し
わ
し
わ
皺
の
日
焼
け
の
両
手

幼
木
の
り
ん
ご
の
め
ぐ
り
に
群
生
す
白
詰
草
の
玉
な
す
小
花

草
露
に
靴
の
汚
れ
こ
す
り
と
り
葱
の
土
寄
せ
無
事
終
了
す

菜
園
の
初
成
り
の
茄
子
胡
瓜
鮮
度
増
し
ゆ
く
朝
の
ひ
か
り
に

出
社
前
畑
を
手
伝
ふ
子
と
と
も
に
時
計
気
に
し
て
メ
ロ
ン
手
入
れ
す

た
ま
さ
か
の
バ
ス
に
楽
し
む
乗
客
の
夏
を
装
ふ
セ
ン
ス
さ
ま
ざ
ま

木
造
の
古
き
学
び
舎
校
名
が
「
山
の
楽
校
」
と
な
り
て
現
役

独
り
居
の
三
日
過
ぎ
た
り
ゆ
っ
く
り
と
過
ぎ
ゐ
る
時
間
歌
集
読
み
つ
ぐ

草
刈
り
の
バ
リ
カ
ン
十
年
使
ひ
込
み
歯
を
替
へ
て
ま
た
希
望
が
湧
き
ぬ

同
窓
会
の
ハ
ガ
キ
手
に
し
て
い
か
に
せ
ん
は
や
る
心
に
動
け
ぬ
体

恋
女
房
肩
に
つ
か
ま
り
車
ふ
く
老
い
た
る
夫
婦
の
洗
車
仲
良
き

巡
り
来
る
夏
は
さ
ら
さ
ら
夕
暮
れ
て
笹
の
葉
の
ご
と
現
身
か
る
し

卒
寿
な
る
節
目
を
迎
へ
し
夫
の
面
ワ
イ
ン
に
染
ま
り
て
笑
顔
た
や
さ
ず

夕
餉
ど
き
進
学
の
こ
と
語
る
孫
の
学
ぶ
姿
の
眼
の
前
に
浮
く

川
守
田
慶
三

石
塚
　
　
守

大
久
保
雪
夫

奥
寺
　
睦
子

工
藤
　
裕
正

佐
々

木
教
子

根
市
　
政
志

約
束
を
越
え
し
秒
針
見
つ
め
つ
つ
夕
焼
け
雲
の
広
が
り
は
る
か

見
慣
れ
た
る
山
な
み
に
霧
た
ち
こ
め
て
墨
絵
の
よ
う
な
景
色
と
映
る

夕
月
の
ま
下
の
川
の
黄
金
橋
ケ
ヤ
キ
も
か
す
み
絵
に
な
る
景
色

名
久
井
岳
仰
ぎ
て
食
べ
る「
ケ
ヤ
グ
」そ
ば
露
天
風
呂
か
ら
夜
景
美
し

虹
色
の
砂
ま
き
し
ご
と
函
館
の
夜
景
美
し
子
等
の
目
う
ば
ふ

南
部
町
ぼ
た
ん
の
里
は
け
し
き
良
し
八
千
本
の
競
演
ひ
び
く

里
山
も
屋
並
み
も
霧
に
つ
つ
ま
れ
て
静
か
な
景
色
眺
め
散
歩
す

宇
宙
よ
り
見
下
す
地
球
輝
き
て
南
部
の
田
植
ゑ
今
盛
り
な
り

山
下
　
幸
枝

木
村
ひ
な
子

向
山
　
敦
子

奥
　
あ
さ
子

一
ノ
渡
　
綮

川
村
　
綾
子

中
野
　
静
子

小
林
　
青
山

福岡
一般戦

戸田一般戦

若松一般戦

休
　
館
　
日

丸亀
一般戦

尼崎
一般戦

尼崎
一般戦

児島GI
キングカップ

福岡GⅢオール
レディース

蒲郡一般戦

蒲郡一般戦 住之江
一般戦

蒲郡
一般戦

若松一般戦

丸亀一般戦

住之江一般戦 児島一般戦 桐生一般戦

若松SG ボートレース
メモリアル

びわこヴィーナスシリーズ平和島GⅢ
オールレディース（薄暮）

平和島
一般戦

多摩川GⅢ
オールレディース

宮島GⅢ企業杯
（鳴門分）

大村
一般戦

福岡一般戦

桐生一般戦

桐生一般戦

尼崎一般戦

三国GI レディース
チャンピオン

福岡一般戦

住之江一般戦 若松
一般戦

びわこ一般戦

虚ろな十字架
東野　圭吾　著

天地雷動
伊東　潤　著

盲目的な恋と友情
辻村　深月　著

貘の檻
道尾　秀介　著

名川中学校図書室１階 　☎ 0178︲76︲3121Books Selection
休室日　毎週月曜日・国民の祝日・毎月第４金曜日

８月12日（火）〜15日（金）　　　　　　　　

9 September8 August
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可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地
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可燃・ビン 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ
お盆特別収集 全地区

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

ビン 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地名川Ａ・南部Ａ

名川Ｂ・南部Ｂ

名川Ａ・南部Ａ

乳幼児予防接種（個別接種）※接種の種類・医療機関により予約方法が異なります。各医療機関へ行かれる前に、ご連絡をお忘れのないようご注意ください。
かわむら …（かわむら内科クリニック）受付9時〜11時30分、14時〜17時30分（月・火・木・金曜日）、9時〜11時30分（水・土曜日）　※要予約（三種混合・ポリオ）
川　外 …（川守田外科胃腸科）受付9時〜11時、15時〜17時（月・火・水・金曜日）、9時〜11時（木・土曜日）　※全予防接種予約制（希望日の10日程前まで）

南　病 …（南部病院）受付13時〜13時30分　※全予防接種予約制

はらだ …（はらだクリニック）受付8時30分〜12時、15時〜18時（月・火・水・金曜日）、8時30分〜12時（木・土曜日）　※要予約（三種混合）

木

金 土 日Friday Saturday Sunday

Thursday

【病院健診】
南部町医療センターで平日に受診でき
ます。
【集団検診】

受付時間など、詳しくは各世帯へ配布
した申込書をご覧になるか健康福祉課

（☎ 0178︲60︲7100）へお問い合わ
せください。

医療セン …（南部町医療センター）受付13時〜13時30分　※要予約（三種混合・ポリオ）

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

新・雑・チラシ・段

新・雑・チラシ・段

新・雑・チラシ・段

広報９月号発行予定日 可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

２歯 南部町健康センター

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

ペットボトル 名川Ｂ・南部Ｂ

ペットボトル 名川Ａ・南部Ａ

粗大

粗大

粗大

平・広場・相内

下名久井・五日市・五日市団地
５区・６区・苫米地・片岸・高橋
小泉・麦沢・福田

森越・卯月沢・森林・向山団地・７区
８区・あかね・東あかね・板橋・中央
椛木・法師岡・埖渡・杉沢・あけぼの

粗大

粗大

上斗賀・下斗賀・小波田

桜町・剣吉山・新開地・桜本町
９区・10 区・11 区

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

川　外

川　外

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむらかわむら

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

医療セン

医療セン

医療セン

医療セン

医療セン

医療セン

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだはらだ

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌

はらだ

はらだ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

かわむら はらだ …ＢＣＧ

…ＢＣＧ

鍋の日

かわむら
川　外

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌はらだ

かわむら はらだ …ＢＣＧ



26

11

18

25

9月1日

8

12

19

2

9

13

27

20

3

10

可燃

可燃

可燃

可燃

名川Ｂ・南部Ｂ

名川Ｂ・南部Ｂ

名川Ｂ・南部Ｂ

名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ａ・南部Ａ

可燃 名川Ａ・南部Ａ

可燃 名川Ａ・南部Ａ

可燃 名川Ａ・南部Ａ

可燃

可燃

可燃

福地

福地

福地

不燃

不燃

不燃

名川Ａ … 名川Ａ地区（上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、剣吉山、虎渡、上斗賀、下斗賀、森越、卯月沢）
名川Ｂ … 名川Ｂ地区（上名久井、高瀬、上川原、平、広場、下名久井、五日市、鳥舌内、鳥谷、法光寺、水沢、助川、横沢、沢田、野場）
南部Ａ … 南部Ａ地区（５区、６区、７区、８区、９区、10 区、11 区、小波田第１、小波田第２）
南部Ｂ … 南部Ｂ地区（二又、古町、馬場、小向、正寿寺、門前、沖田面、赤石、玉掛、諏訪ノ平、相内）
福地Ａ … 福地Ａ地区（苫米地、片岸、高橋、小泉、麦沢、福田）
福地Ｂ … 福地Ｂ地区（あかね、東あかね、板橋、中央、椛木、法師岡、埖渡、杉沢、あけぼの）
福地 …… 福地全地区

可燃 不燃 粗大 ペット 新 雑 段 …段ボール…雑誌…新聞紙…ペットボトル…粗大ごみ…不燃物…可燃物

８月 16 日 全地区 … お盆特別収集（指定ごみ袋に入れて、通常のごみ集積場へお出しください。）

月 火 水 WednesdayTuesdayMonday

可燃 福地

名川Ｂ・南部Ｂ

名川Ａ・南部Ａ

名川Ａ・南部Ａ

名川Ｂ・南部Ｂ

【乳幼児健康診査、乳幼児健康相談】
…２歳児歯科健康診査（H23.12〜H24.２生）受付12時15分〜12時45分

段ボール・新聞

缶・ ビン・ペット

缶・ ビン・ペット

福地

福地

福地

  雑・チラシ・古布・その他の紙
  缶・ ビン・ペット

４相 …４歳児健康相談（H21.12〜H22.１生）受付13時〜13時30分

２歯

４相 南部町健康センター

可燃 名川Ａ・南部Ａ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

不燃 福地

可燃 福地 不燃

不燃

ビン

ビン

名川Ａ・南部Ａ

名川Ｂ・南部Ｂ

名川Ｂ・南部Ｂ

ビン 名川Ｂ・南部Ｂ

ビン 名川Ａ・南部Ａ

ビン 名川Ａ・南部Ａ
かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむらかわむら

かわむら

はらだ

はらだ

はらだ

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外はらだ

はらだ

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむらかわむら

かわむら

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

医療セン

医療セン

医療セン

医療セン

医療セン

はらだ
南　病

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだはらだ

はらだ

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・ＢＣＧ

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・ＢＣＧ

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

南　病

南　病

南　病

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ南　病

南　病

南　病

南　病

医療セン

南　病

医療セン 南　病

ＢＣＧ

ＢＣＧ

ＢＣＧ

…ＢＣＧ

かわむら はらだ …ＢＣＧ かわむら はらだ …ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧＢＣＧ

ＢＣＧ

福地
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今月の納期

個人町民税（２期）
国民健康保険税（２期）
後期高齢者医療保険料（２期）
介護保険料（２期）

納期限　９月１日（月）
口座振替日　８月25日（月）
問合せ　税務課（南部分庁舎）
☎ 0179-34-2586

８・９月の休日窓口開設日
期日　８月２日（土）、16日（土）

　　　９月６日（土）、20日（土）

時間　８時15分〜12時

場所　住民生活課（南部分庁舎）

業務内容　住民票・印鑑証明書の交
付、印鑑登録

※平日は、予約制で18時まで窓口を
　開設しています。

問合せ　住民生活課（南部分庁舎）

☎ 0179-34-2509

南部町の人口と世帯数
（平成26年７月22日現在）

　人　口　19,683人　（−40）
　　男　　  9,418人　（−21）
　　女　　10,265人　（−19）
　世帯数　  7,509世帯（−１）

対先月比

　

南
部
七
唄
七
踊
り
全
国
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
の
び
や
か
な
唄
声

と
優
美
な
手
踊
り
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

期
日　

９
月
28
日
（
日
）

時
間　

９
時
～
17
時

場
所　

町
民
ホ
ー
ル
（
楽
楽
ホ
ー

ル
）

そ
の
他　

昼
食
は
各
自
ご
持
参
の

う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

社
会
教
育
課
（
南
部
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
９
・
34
・
２
１
３
２

　

臨
時
福
祉
給
付
金
ま
た
は
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請

書
が
自
宅
に
届
き
、
ま
だ
申
請
を

し
て
い
な
い
方
は
期
限
ま
で
に
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
後
は
内
容
を
審
査
の
う

え
、
約
一
か
月
後
に
支
給
ま
た
は

不
支
給
の
決
定
を
通
知
し
ま
す
。

受
付
場
所　

本
庁
舎
、
健
康
セ
ン

タ
ー
、
南
部
分
庁
舎
、
剣
吉
支

所
受
付
時
間　

平
日
の
８
時
15
分
～

17
時

申
請
期
限　

９
月
30
日
（
火
）

問
合
せ　

健
康
福
祉
課

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
１

期
日　

９
月
21
日
（
日
）

時
間　

９
時
現
地
集
合

　

９
時
30
分
プ
レ
ー
開
始

場
所　

ニ
ュ
ー
軽
米
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ

対
象　

町
民
ま
た
は
町
内
在
勤
の

方
募
集
人
数　

32
名

会
費　

３
千
円

申
込
期
限　

９
月
８
日
（
月
）

申
込
み
・
問
合
せ　

町
民
体
育
館

☎
０
１
７
９
・
34
・
２
７
６
１

　

三
戸
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
し
尿
処

理
施
設
）
で
は
大
規
模
な
工
事
の

た
め
、
施
設
の
運
転
を
停
止
し
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
工
事
期
間
中
の
搬

入
の
受
け
入
れ
停
止
と
施
設
の
運

転
が
安
定
す
る
ま
で
の
期
間
に
つ

い
て
搬
入
制
限
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

工
事
期
間　

９
月
13
日
（
土
）
～

28
日
（
日
）

搬
入
停
止
期
間　

９
月
16
日（
火
） 

～
19
日
（
金
）
※
搬
入
停
止
に

伴
い
、
し
尿
の
汲
み
取
り
も
休

止
し
ま
す
。

搬
入
制
限
期
間　

９
月
22
日（
月
） 

～
26
日
（
金
）（
予
定
）
※
搬

入
制
限
期
間
中
の
し
尿
の
汲
み

取
り
依
頼
は
な
る
べ
く
避
け
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

三
戸
地
区
環
境
整
備
事

務
組
合

☎
０
１
７
８
・
75
・
１
４
４
９

　

警
察
で
は
、
事
件
・
事
故
か
ら

被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の

相
談
や
そ
の
他
県
民
の
安
全
と
平

穏
を
守
る
た
め
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

　

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
迷
っ
た
と

き
は
、
各
種
相
談
窓
口
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

▽
警
察
本
部
警
察
安
全
相
談
室

☎
０
１
７
・
７
３
５
・
９
１
１
０

▽
三
戸
警
察
署 

警
察
安
全
相
談

☎
０
１
７
９
・
22
・
１
１
３
５

▽
性
犯
罪
被
害
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
・
89
・
７
８
３
４

▽
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
警
察
本
部

少
年
課

☎
０
１
２
０
・
58
・
７
８
６
７

お知らせ 
 information

南
部
七
唄
七
踊
り
全
国

大
会

開催案内

給
付
金
の
申
請
は
お
済

み
で
す
か

申請案内

名
川
・
南
部
地
区
の
み
な
さ
ん
へ

し
尿
処
理
施
設
休
止
の
お

知
ら
せ

協力依頼

９
月
11
日
は
「
警
察
相

談
」
の
日

相談窓口

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

参加募集
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南
部
地
方
の
特
産
品
や
伝
統
芸

能
が
大
集
合
!!

　

南
部
の
食
コ
ー
ナ
ー
や
特
産
品

の
販
売
、
芸
能
発
表
、
音
楽
会
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

期
日　

８
月
23
日
（
土
）、
24
日

（
日
）

時
間　

10
時
～
16
時

場
所　

ユ
ー
ト
リ
ー
お
よ
び
八
戸

駅
前
広
場

問
合
せ　

南
部
圏
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会

☎
０
１
７
８
・
43
・
５
１
１
１

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
々
に
は
、
県
税
の

特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

被
災
し
た
自
動
車
や
不
動
産

（
土
地
、
家
屋
）に
代
わ
る
自
動
車

や
不
動
産
を
取
得
し
た
と
き
は
、

自
動
車
取
得
税
・
自
動
車
税
や
不

動
産
取
得
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特

別
区
域
法
に
基
づ
く
復
興
推
進
計

画
に
定
め
ら
れ
た
、
八
戸
市
、
三

沢
市
、
お
い
ら
せ
町
お
よ
び
階
上

町
の
一
定
の
区
域
内
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
市
町
村
か
ら
指
定
を
受

け
た
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
事
業

税
や
不
動
産
取
得
税
が
軽
減
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

三
八
地
域
県
民
局
県
税

部
☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

　

あ
お
も
り
中
高
年
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
45
歳
以
上
で
就
職

を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
再
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

▼
青
森
会
場　

毎
週　

月
・
水

▼
弘
前
会
場　

毎
週　

火
・
木

▼
八
戸
会
場　

毎
週　

水
・
金

時
間　

13
時
～
15
時
（
原
則
予
約

制
１
人
１
時
間
程
度
）

※
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
開
催
場
所

や
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
予
定

な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

あ
お
も
り
中
高
年
就
職

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
・
７
１
５
・
５
８
１
６

　

毎
年
夏
休
み
期
間
中
に
、
花
火

が
原
因
の
火
災
や
水
の
事
故
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

花
火
を
す
る
時
の
注
意
事
項

▼
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
守
る

▼
消
火
用
の
水
を
用
意
す
る

▼
大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ

▼
人
や
家
な
ど
に
向
け
な
い

▼
風
の
強
い
時
は
花
火
を
や
め
る

水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
事

項▼
泳
ぐ
前
に
準
備
運
動
を
し
て
、

休
憩
時
間
を
守
る

▼
子
供
だ
け
で
水
場
に
近
づ
か
な

い
▼
海
や
川
な
ど
で
遊
ぶ
時
は
足
元

に
注
意
し
て
立
入
禁
止
の
場
所

に
は
入
ら
な
い

▼
川
の
上
流
に
雨
雲
が
か
か
っ
て

い
る
時
に
、
川
の
水
が
急
に

濁
っ
た
場
合
、
急
激
に
水
か
さ

が
増
え
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す

ぐ
に
避
難
す
る

問
合
せ　

三
戸
消
防
署

☎
０
１
７
９
・
22
・
１
１
５
０

　

剣
吉
公
民
館
で
毎
週
水
曜
日
19

時
か
ら
20
時
40
分
ま
で
「
詩
吟
サ

ー
ク
ル
」の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

初
心
者
大
歓
迎
。
体
験
入
会
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
心
と
体
の

健
康
の
た
め
に
も
、
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

会
費　

毎
月

1,700
円

問
合
せ　

日
渡
文
雄

☎
０
１
７
８
・
76
・
３
３
４
８

あたたかい善意に感謝

　６月 18 日、滝田康雄さん（片
岸）から、車イス３台を南部町
医療センターへ寄贈していただ
きました。車イスはセンター内
で利用するため、スチール製の
頑丈な資材を使用しています。
　ありがとうございました。大
事に使わせていただきます。

南部小　家庭教育学級開催

　７月１日、南部小学校で３年
生以上の保護者を対象に「ネッ
ト利用について考える」と題し
て、青森県教育庁と青森県警察
署の合同サポートチームを講師
に招いた、家庭教育学級が開催
されました。
　当講演会では、ネットに接続
できる機器についての説明のほ
か、学校や保護者が把握するこ
との難しい「ネット上のいじめ」
の事例などの説明が行われ、参
加した約 50 名の保護者たちは、
今の子どもたちを取り巻いてい
るネット環境の問題点や予防方
法などについて真剣に講演を聴
いていました。

寄贈した滝田さん㊧

詩
吟
サ
ー
ク
ル
会
員
募

集
会員募集

夏
休
み
の
約
束

事故防止

ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
廻
道
ふ

る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
開
催

開催案内

県
税
の
特
例
措
置

特例措置

あ
お
も
り
中
高
年
就
職

支
援
セ
ン
タ
ー

開催案内
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代表弁護士　大澤一實　　（弁護士・弁理士）源新　明・上野大輔
（弁護士）小西秀明・安藤祥吾
（社会保険労務士）石橋一恭・清野大輔　（税理士）中道浩悦

交通事故、債務・過払・破産、離婚・相続・成年後見
特許・商標、社会保険・労務管理、税務　その他法律問題全般

広告 広告

法律相談会開催
借金・離婚・相続・交通事故等

●今月の休場日
８月３日㈰、６日㈬、14日㈭、15日㈮、16日㈯、
　　17日㈰、24日㈰、27日㈬、31日㈰
９月７日㈰、10日㈬、14日㈰、15日㈪、21日㈰、
　　23日㈫、28日㈰

町営市場の販売状況  （平成26年６月16日〜平成26年７月15日）

品　名 販売数量（kg） 売上額（千円） キロ単位（円） 前年単価（円）

サトウ錦（サクランボ） 18,573 32,392 1,744 777

ダテ錦（サクランボ） 50 54 1,072 226

サミット（サクランボ） 3,613 4,800 1,329 532

南陽（サクランボ） 967 2,245 2,322 911

北光（サクランボ） 2,966 1,613 544 273

大石（プラム） 88,906 14,312 161 243

豊後（梅） 550,714 32,522 59 82

八助（アンズ） 341,232 41,291 121 345

山形3号（アンズ） 32,964 2,550 77 296

大実（アンズ） 31,657 2,364 75 207

長　芋 78,720 23,007 292 259

にんにく 6,205 8,119 1,309 930

生にんにく 12,934 12,290 950 747

大　根 20,576 1,025 50 71

きゅうり 27,278 4,019 147 159

トマト 21,937 4,832 220 262

ね　ぎ 8,384 2,407 287 287

さやいんげん 4,599 1,969 428 522

さやえんどう 1,147 1,683 1,467 955

　

福
地
工
業
団
地
内
に
あ
る
三
信

包
装
株
式
会
社
は
、
包
装
資
材
の

加
工
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
製
品
の
一
貫
工
程
設
備
を

有
す
る
「
も
の
づ
く
り
の
会
社
」

で
す
。
こ
の
度
、
業
務
拡
張
の
た

め
次
に
よ
り
社
員
を
募
集
し
ま

す
。

職
種　

女
子
事
務
員
１
名

就
業
場
所　

福
地
工
業
団
地
内

三
信
包
装
㈱

就
業
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
30

分
（
休
憩
１
時
間
）

休
日　

土
・
日
・
祝
日
ほ
か　

夏

季
・
年
末
年
始
休
暇

賃
金　

当
社
規
定
に
よ
る
。
各
種

手
当
あ
り
。
社
会
・
労
働
保
険

完
備

詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

求
人
票
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

会
社
の
概
要
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

履
歴
書
（
写

真
貼
付
）・
職
務
経
歴
書
を
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
０
３
９-

０
８
１
１

南
部
町
大
字
法
師
岡
福
地
工
業
団

地
内
三
信
包
装
㈱
管
理
部

☎
０
１
７
８
・
84
・
３
４
８
０

国民年金保険料免除・納付猶予制度

　所得が少ないなど、国民年金保険料を納めるこ
とが経済的に困難な場合には、保険料の納付が「免
除」または「猶予」される制度があります。申請は、
各庁舎の窓口で行うことができます。
①免除（全額免除・一部免除）申請
　本人、世帯主、配偶者の前年所得が一定額以下
の場合に、保険料の納付が全額免除または一部免
除となります。
　なお、一部免除については、一部納付保険料を
納付しないと未納期間となりますので、必ず納付し
てください。
②若年者納付猶予申請
　30 歳未満の人で、本人、配偶者の前年所得が一
定額以下の場合に、申請手続きをすることにより、
保険料の納付が猶予されます。
※ 学生の場合は、学生納付特例制度を利用するこ

とができます。（①、②は申請できません。）
※ 全額免除・納付猶予を受けられた方が、翌年度

以降引き続き、全額免除・納付猶予の承認を希
望する場合は、翌年度から申請が不要になりま
す。（ただし、失業などを理由とした特例などで
免除された場合は、翌年度も申請が必要になり
ます。）

問合せ　住民生活課（南部分庁舎）
☎ 0179-34-2509

９月６日㈯ 13:00 - 15:00
南部町立中央公民館
相談時間 30分 , 相談料 5,000 円

澤口法律事務所　 ※ ご予約が必要です。

電話：0178-27-7878
弁護士　清水 健一郎　　青森県弁護士会所属

弁護士法人　たいよう総合法律経済事務所
☎ ０１７８－４１－１３００
相談受付時間　平日の午前９時から午後５時３０分まで

まずは電話を、初回の相談は無料。土曜日も相談できます。
八戸市根城５丁目１３－１７（裁判所・法務局近く）

日 時
場 所

三
信
包
装
株
式
会
社

社
員

募集案内
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編集後記
課外学習に真剣に取り組む子ど
もや陸上競技記録会に励む子ど
も、スポーツで全国大会へ出場す
る子どもたちを取材していて、自
分も子どもたちのがんばりに負け
ないよう、物事に取り組んでいき
たいと改めて思いました。【tam】

　

人
口
減
少
が
進
ん
で
い
く
中

で
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
が

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
を

考
え
、
今
自
分
に
で
き
る
こ
と
か

ら
地
域
づ
く
り
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

町
で
は
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト

を
見
つ
け
る
た
め
の
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

若
い
方
や
女
性
の
方
も
大
歓
迎

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

期
日　

８
月
31
日
（
日
）

時
間　

13
時
30
分
～
16
時

場
所　

楽
楽
ホ
ー
ル

講
師　

高
崎
経
済
大
学
大
学
院

教
授　

櫻
井
常
矢　

氏

演
題　

実
践
か
ら
学
ぶ
地
域
づ
く

り
へ
の
ヒ
ン
ト

問
合
せ　

企
画
財
政
課（
本
庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・
84
・
２
１
１
２

　

自
衛
官
採
用
試
験
を
行
い
ま

す
。
募
集
人
員
内
訳
な
ど
詳
し
く

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
一
般
曹
候
補
生

資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

一
次
試
験
日　

９
月
19
日
（
金
）・

20
日
（
土
）
ど
ち
ら
か
１
日

▽
自
衛
官
候
補
生

資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

一
次
試
験
日

男
子　

受
付
時
に
通
知
し
ま
す

女
子　

９
月
25
日
（
木
）
～
29

日
（
月
）
い
ず
れ
か
１
日

▽
航
空
学
生

資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未

満
一
次
試
験
日　

９
月
23
日
（
火
）

受
付
期
限　

９
月
９
日
（
火
）

※
自
衛
官
候
補
生
の
男
子
は
年
間

を
通
じ
て
受
付
。

問
合
せ　

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力

本
部
八
戸
地
域
事
務
所

☎
０
１
７
８
・
45
・
１
９
２
０

　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は

不
用
品
と
な
っ
た
備
品
を
修
理
・

再
生
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
再
生
品
を
、
抽
選
で
当
選

し
た
方
に
低
価
格
で
提
供
し
ま
す
。

申
込
期
間　

８
月
２
日
（
土
）
～

10
日
（
日
）

申
込
方
法　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

引
取
期
間　

８
月
16
日
（
土
）
～

24
日
（
日
）

期
間
内
に
当
選
は
が
き
と
代
金

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

八
戸
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ

☎
０
１
７
８
・
70
・
２
３
９
６

　

な
ん
ぶ
読
み
聞
か
せ
の
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
で
す
。

事
前
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
未
就
学
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者

同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

８
月
24
日
（
日
）

時
間　

10
時
30
分
～
11
時

場
所　

名
川
中
学
校
図
書
室
１
階

問
合
せ
　
社
会
教
育
課
（
南
部
分

　

庁
舎
）

☎
０
１
７
９
・
34
・
２
１
３
２

　

南
部
町
文
化
協
会
名
川
支
部
で

は
、
作
品
展
示
発
表
会
を
開
催
し

ま
す
。
短
歌
や
生
け
花
、
写
真
な

ど
、
福
地
支
部
や
南
部
支
部
か
ら

の
出
展
も
合
わ
せ
て
ご
鑑
賞
く
だ

さ
い
。

期
日　

８
月
30
日（
土
）・
31
日（
日
）

時
間　

30
日
／
９
時
～
17
時

　
　
　

31
日
／
９
時
～
16
時

場
所　

剣
吉
公
民
館

問
合
せ　

南
部
町
文
化
協
会
名
川

支
部　

浜
渡

☎
０
１
７
８
・
75
・
０
７
７
７

死亡事故ゼロ1,000日 達成

　名川地区が６月 25 日、交通
死亡事故ゼロ 1,000 日を達成
したとして、三戸地区交通安全
協会名川支部（中村善一支部
長）と三戸地区交通指導隊名
川支隊（藤田信義支隊長）に、
三戸警察署（成田裕之署長）
と三戸地区交通安全協会（宮
村純吉会長）から表彰状が贈ら
れました。
　表彰を受けた２団体は「死
亡事故ゼロが 1,000 日となり
ほっとしている。これからも死
亡事故ゼロを続けていけるよう
に、交通安全活動を実施してい
きたい」と語りました。

行政相談・人権相談

日時　９月４日（木）
時間　13 時 ～15 時
場所　福地公民館、中央公民館、 
　南部公民館
問合せ△

行政相談は総務課（本庁舎）
　☎ 0178-84-2111△

人権相談は住民生活課（南
　部分庁舎）☎ 0179-34-2509

地
域
づ
く
り
研
修
会

開催案内

自
衛
隊
職
員
採
用
試

験
採用試験

作
品
展
示
発
表
会

開催案内

再
生
品
を
提
供

提供案内

お
は
な
し
会

開催案内
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購
入
費
に
２
５
０
万
円
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
活
用

し
た
町
の
観
光
情
報
発
信

に
１
７
２
万
６
千
円
、
老

朽
化
し
た
福
地
中
学
校
の

屋
外
照
明
等
改
修
費
に
１

７
０
万
円
な
ど
を
追
加
。

　

歳
入
の
主
な
補
正
は
、
大

雪
災
害
の
復
旧
に
対
す
る

県
補
助
金
７
千
１
８
６
万

７
千
円
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
助
成
金
２
５
０

万
円
、
財
政
調
整
基
金
繰

入
金
３
千
４
１
７
万
９
千

円
な
ど
を
追
加
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
１

億
９
４
０
万
９
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
１
０
４
億

９
４
０
万
９
千
円
と
し

た
。

■
役
場
の
位
置
を
定
め
る
条

例
及
び
公
告
式
条
例
の
一

部
改
正

▽
医
療
健
康
セ
ン
タ
ー
に
名

川
分
庁
舎
内
の
行
政
組

織
及
び
敷
地
内
の
掲
示
場

を
移
転
す
る
た
め
、
名
川

分
庁
舎
の
規
定
を
廃
止
し
、

掲
示
場
の
位
置
を
変
更
し

た
。

■
消
防
団
員
の
定
員
、任
用
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

▽
火
災
や
警
戒
、
訓
練
と
比

べ
て
従
事
日
数
・
時
間
が

長
く
な
る
行
方
不
明
者
の

捜
索
活
動
で
、
団
員
が
５

時
間
以
上
従
事
し
た
場
合

の
費
用
弁
償︵
出
動
手
当
︶

の
額
を
２
倍
の
３
千
円
と

す
る
規
定
を
追
加
し
た
。

■
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

条
例
を
廃
止

▽
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

の
業
務
が
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
統
合

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条

例
を
廃
止
し
た
。

■
平
成
25
年
度
南
部
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

▽
歳
出
の
主
な
補
正
は
、
公

共
施
設
整
備
基
金
の
積
み

立
て
に
２
億
３
千
４
５
９

万
８
千
円
を
追
加
、
台
風

18
号
の
災
害
復
旧
費
の
精

査
に
よ
り
１
千
８
６
３
万

２
千
円
を
減
額
。

　

歳
入
の
主
な
補
正
は
、
町

民
税
３
千
７
９
８
万
８
千

円
、
固
定
資
産
税
２
千
５

６
６
万
８
千
円
、
市
町
村

た
ば
こ
税
１
千
２
４
５
万

４
千
円
な
ど
を
追
加
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
、

２
億
１
千
５
８
５
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
１

０
７
億
２
千
31
万
４
千
円

と
し
た
。

■
町
税
条
例
の
一
部
改
正

▽
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
法
人
住
民
税
割

り
の
税
率
を
12
・
３
％
か

ら
９
・
７
％
に
引
き
下
げ
、

軽
自
動
車
税
の
税
率
を

１
・
25
倍
～
１
・
５
倍
に

引
き
上
げ
た
。

▽ 

こ
の
法
人
税
率
引
き
下

げ
で
国
が
狙
う
の
は
、
自

治
体
間
の
財
政
力
格
差
の

水
平
調
整
で
、
消
費
税
増

税
も
同
じ
理
由
で
あ
る
。

　
　

し
か
し
、
格
差
是
正
は

地
方
交
付
税
の
財
源
保
障

と
財
政
調
整
の
強
化
で
な

さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
た

め
反
対
す
る
。

　
　

ま
た
、
軽
自
動
車
税
の

引
き
上
げ
は
、
自
動
車
業

界
の
要
望
に
応
え
、
自
動

車
取
得
税
減
税
の
ツ
ケ
を

　
　
　
　
　
　
︻
↖
つ
づ
く
︼

■
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

▽
歳
出
の
主
な
補
正
は
、

大
雪
に
よ
り
農
業
用
施
設

が
被
災
し
た
農
家
に
対
す

る
復
旧
・
撤
去
費
用
の
補

助
事
業
費
に
９
千
２
５
４

万
７
千
円
、
働
く
世
代
の

女
性
支
援
の
た
め
の
が
ん

検
診
推
進
事
業
費
に
３
５

５
万
１
千
円
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
る
上

名
久
井
区
民
祭
の
太
鼓
等

主
な
議
案

働
く
世
代
の
女
性
支
援
、
が
ん
検
診

推
進
事
業
費
補
正
予
算
を
可
決　
　

　
　
　
　
　
　
　 

（
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

第
57
回
南
部
町
議
会
定
例
会　

５
月
30
日 

～ 

６
月
６
日

第
57
回
定
例
会
に
は
、
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
、
条
例
の
一
部
改
正
及
び
廃

止
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
７
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

対
す
る
討
論

予
　
算

専
決
処
分

条  

例

専
決
処
分
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◉  

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑

　◉  主な議案（第 57 回定例会）
　
　
　
　
　
　
︻
↘
つ
づ
き
︼

　

軽
自
動
車
税
で
賄
う
も
の

で
あ
り
、
反
対
す
る
。

　
　
　
　
（
立
花
寛
子
議
員
）

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

▽
２
割
及
び
５
割
軽
減
世
帯

へ
の
軽
減
措
置
を
拡
充

し
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

と
介
護
納
付
金
に
か
か
る

課
税
限
度
額
︵
最
高
納
付

額
︶
を
引
き
上
げ
た
。

▽
年
金
・
給
与
な
ど
の
減
少

と
消
費
税
増
税
の
な
か
、

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

に
は
賛
成
で
き
な
い
。

　
　
　
　
（
立
花
寛
子
議
員
）

■
特
定
秘
密
保
護
法
の
撤
廃

を
求
め
る
意
見
書
採
択
の

陳
情
（
継
続
審
査
）

︻
陳
情
者
︼　

青
森
県
労
働

組
合
総
連
合　

議
長

　

奥
村　

榮　

氏

︻
陳
情
の
趣
旨
︼　

国
に
対
し

特
定
秘
密
保
護
法
撤
廃
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

▽
恣
意
的
に
決
定
さ
れ
る
特

定
秘
密
は
何
が
秘
密
か
も

秘
密
で
、
知
ら
ぬ
う
ち
に

処
罰
さ
れ
る
な
ど
国
民
の

知
る
権
利
、
表
現
の
自
由

が
制
限
さ
れ
る
た
め
陳
情

の
趣
旨
に
賛
成
し
た
い
。

　
　
　
　
（
立
花
寛
子
議
員
）

▽
審
査
を
付
託
し
た
総
務
企

画
常
任
委
員
会
の
審
査
結

果
報
告
の
と
お
り
、
賛
成

少
数
で
不
採
択
と
し
た
。

■
日
本
政
府
に
「
核
兵
器
全

面
禁
止
の
決
断
と
行
動
を

求
め
る
」
意
見
書
の
採
択

を
求
め
る
陳
情
書

︻
陳
情
者
︼　

原
水
爆
禁
止

青
森
県
協
議
会　

会
長　

谷
崎　

嘉
治　

氏

︻
陳
情
の
趣
旨
︼　

世
界
に

は
、
い
ま
だ
に
数
万
発
の

核
兵
器
が
貯
蔵
、
配
備
さ

れ
て
お
り
、
北
朝
鮮
の
動

き
な
ど
核
兵
器
が
使
わ
れ

る
危
険
性
が
存
在
す
る
。

　
　

現
状
打
破
に
は
、
国
際

社
会
が
一
致
し
て
全
面
禁

止
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

世
界
唯
一
の
被
爆
国
と

し
て
、
政
府
が
核
兵
器
全

面
禁
止
を
決
断
し
、
国
際

世
論
を
リ
ー
ド
す
る
行
動

を
起
こ
す
よ
う
、
政
府
に

対
し
意
見
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

▽
審
査
を
付
託
し
た
総
務
企

画
常
任
委
員
会
の
審
査
結

果
報
告
の
と
お
り
、
賛
成

多
数
で
採
択
と
し
た
。

■
日
本
政
府
に
核
兵
器
全
面

禁
止
の
決
断
と
行
動
を
求

め
る
意
見
書
案
︻
総
務
企

画
常
任
委
員
会
提
出
︼

▽
陳
情
趣
旨
に
賛
同
し
、
賛

成
多
数
で
可
決
し
た
。

※
可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
、

政
府
関
係
機
関
に
送
付
し

ま
し
た
。

■
町
税
条
例
の
一
部
改
正

︻
問
︼　

軽
自
動
車
税
の

年
額
だ
が
、
農
耕
作
業

用
の
も
の
は
４
０
０

円
、
自
家
用
車
は
３
千

６
０
０
円
が
一
度
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
が
、

税
の
年
額
は
ど
う
い

う
計
算
で
決
定
さ
れ

た
の
か
。

　
　
（
立
花
寛
子
議
員
）

︻
税
務
課
長
答
弁
︼　

国

の
法
改
正
に
伴
う
改

正
だ
が
、
現
在
は
軽

自
動
車
と
普
通
乗
用

車
の
性
能
に
さ
ほ
ど

開
き
が
な
く
、
税
額

で
は
開
き
が
あ
る
と

い
う
観
点
か
ら
見
直

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
税
率
の
引
き

上
げ
だ
が
、
自
家
用
乗

用
車
が
現
行
の
１
・
５

倍
、
農
業
用
を
含
む
そ

れ
以
外
が
１
・
25
倍

と
若
干
、
引
上
げ
率

が
低
く
な
っ
て
い
る
。

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

︻
問
︼　

低
所
得
者
分
を

軽
減
し
、
軽
減
分
を
高

所
得
者
の
納
付
額
引

き
上
げ
で
カ
バ
ー
す

る
内
容
だ
が
、
軽
減

さ
れ
る
納
付
額
と
引

き
上
げ
る
納
付
額
は

同
額
な
の
か
。

　
　
（
川
守
田
稔
議
員
）

︻
税
務
課
長
答
弁
︼　

軽

減
額
の
方
が
多
く
な

る
見
込
み
で
、
軽
減

分
は
国
か
ら
補
填
さ

れ
る
。

■
消
防
団
員
の
定
員
、
任

用
、
給
与
、
服
務
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

︻
問
︼　

地
元
の
消
防
団

員
も
勤
め
人
が
多
く
、

昼
間
の
出
動
に
は
苦

労
が
絶
え
な
い
と
感

じ
、
ど
こ
の
分
団
で
も

似
た
よ
う
な
事
情
を

抱
え
て
い
る
と
思
う
。

　

捜
索
活
動
に
限
ら

ず
、
全
体
的
な
業
務
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
、

火
災
、
警
戒
の
場
合

も
同
様
に
費
用
弁
償

を
引
き
上
げ
た
ら
ど

う
か
。

　
　
（
川
守
田
稔
議
員
）

︻
総
務
課
長
答
弁
︼　

こ

と
し
４
月
の
時
点
で

捜
索
活
動
の
回
数
が

多
か
っ
た
。 　
　
　

　

実
際
の
活
動
状
況

を
踏
ま
え
て
拘
束
時

間
・
日
数
が
長
い
こ

と
か
ら
、
団
員
の
心

労
に
配
慮
す
る
も
の
。

　

議
員
ご
指
摘
の
火

災
、
警
戒
の
場
合
に
つ

い
て
も
、
近
隣
市
町

村
と
の
協
議
を
含
め
、

今
後
の
検
討
課
題
と

し
た
い
。

なんぶ議会だより

特
定
秘
密
保
護
法
の
撤
廃

を
求
め
る
意
見
書
採
択
の

陳
情
に
対
す
る
討
論

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
対
す
る
討
論

陳  

情

議
員
提
案

   
意
見
書
案

意
見
書
案



広報なんぶちょう　8月号 24

　◉　一　般　質　問
質　

問　

才
能
を
伸
ば
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
創
造

性
に
富
ん
だ
リ
ー
ダ
ー
を

育
て
る
た
め
、
知
識
を
与

え
る
だ
け
で
な
く
、
素
材

を
与
え
、
思
考
力
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
学
校
図
書

の
意
義
は
大
き
い
。

　

小
中
学
校
図
書
館
の
環

境
と
蔵
書
を
充
実
さ
せ
る

考
え
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
貸
し
出
し
、
返

却
な
ど
の
点
検
は
実
施
し

て
い
る
の
か
。

教
育
長
答
弁　

小
中
学
校

図
書
の
整
備
目
標
と
し
て
、

「
学
校
図
書
館
図
書
標
準
」

が
文
部
科
学
省
か
ら
示
さ

れ
て
い
る
。

　

平
成
23
年
度
に
は
、
国

の
「
住
民
に
光
を
そ
そ
ぐ

交
付
金
」
を
活
用
し
、
町

内
小
中
学
校
合
わ
せ
て
４ 

千
８
０
０
冊
を
購
入
し
、

86
・
５
％
の
充
足
率
を
93

％
に
向
上
さ
せ
た
。

　

ま
た
、
毎
年
度
、
１
校

当
た
り
の
図
書
購
入
費
と

し
て
小
学
校
は
10
万
円
、

中
学
校
は
20
万
円
を
措
置

し
、
更
新
を
含
め
て
蔵
書

を
増
や
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
映
像
資
料
を

含
め
た
充
実
を
図
り
、
読

書
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を

伝
え
る
場
、
調
べ
学
習
な

ど
自
主
的
な
学
習
を
支
援

す
る
場
と
し
て
機
能
で
き

る
よ
う
、
関
係
機
関
の
協

力
を
得
て
整
備
し
て
い
き

た
い
。

　

貸
し
出
し
、
返
却
、
点

検
を
行
う
た
め
、
児
童
・

生
徒
会
に
図
書
委
員
会
を

組
織
し
、
学
校
図
書
室
の

利
用
促
進
を
含
め
た
活
動

を
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
保
護
者
や
地

域
の
「
お
は
な
し
の
会
」

会
員
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
は
、
本

の
カ
バ
ー
が
け
、
ラ
ベ
ル

貼
り
、
破
損
や
汚
れ
の
点

検
作
業
な
ど
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

情
報
機
器
の
発
達
に
よ
る

読
書
離
れ
が
全
国
的
に
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
学
校
と
協
力
し
合
い
、

読
書
に
親
し
む
環
境
づ
く

り
に
努
め
た
い
。

質　

問　

国
土
の
70
％
を

占
め
る
中
山
間
地
域
だ
が
、

当
町
も
点
在
し
て
コ
ス
ト

が
高
く
、
条
件
が
不
利
な

農
地
が
多
い
。

　

作
業
効
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
農
道
の
整
備
が
必

要
と
考
え
る
が
、
町
内
で

見
受
け
ら
れ
る
整
備
が
不

完
全
な
農
道
は
何
が
理
由

で
整
備
さ
れ
な
い
の
か
。

町
長
答
弁　

中
山
間
地
域

の
道
路
整
備
は
、
県
主
体

の
県
営
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
に
よ
り
、
平
成

22
年
度
か
ら
平
成
27
年
度

ま
で
の
６
年
間
で
農
道
15

路
線
、
集
落
道
４
路
線
な

ど
を
整
備
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

農
道
に
限
ら
ず
、
道
路

整
備
な
ど
は
工
事
に
必
要

な
土
地
に
つ
い
て
、
土
地

所
有
者
と
売
買
契
約
を
行

っ
た
あ
と
、
速
や
か
に
登

記
手
続
き
を
し
、
事
業
主

体
で
あ
る
県
へ
の
所
有
者

移
転
登
記
が
完
了
し
て
か

ら
着
工
さ
れ
る
。

　

議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
、
途
中
で
整
備
が
止
ま

り
、
農
作
業
に
影
響
が
あ

る
と
見
受
け
ら
れ
る
路
線

も
あ
る
が
、
相
続
手
続
き

な
ど
用
地
交
渉
に
時
間
を

要
し
、
用
地
取
得
が
で
き

な
い
こ
と
が
主
な
理
由
で

あ
る
。

　

事
業
期
間
中
に
全
区
間

の
整
備
を
完
了
す
る
た

め
、
引
き
続
き
用
地
確
保

に
努
め
、
県
や
地
元
と
の

連
携
を
密
に
し
て
事
業
を

推
進
し
た
い
。

こ
こ
が
聞
き
た
い
!

一
　
般
　
質
　
問

小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が

読
書
に
親
し
む
環
境
づ
く
り

中
山
間
地
域
道

の
整
備

工藤  幸子  議員

平成 24 年度に整備が完了した農道大向２号線

ボランティアによる学校図書点検の様子
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　◉　一　般　質　問

青森県が推進する防災公共（内陸部）のイメージ

質　

問　

馬
淵
川
の
災
害

が
繰
り
返
さ
れ
、
河
川
管

理
者
を
交
え
た
検
討
と
対

策
が
必
要
と
考
え
る
。

　

県
は
、
災
害
時
に
孤
立

す
る
恐
れ
の
あ
る
集
落
の

解
消
に
向
け
て
避
難
道
な

ど
を
整
備
す
る
「
防
災
公

共
」
を
推
進
し
て
い
る
。

　

当
町
の
４
集
落
、
24
の

避
難
所
が
孤
立
す
る
恐
れ

が
あ
る
と
発
表
さ
れ
た
が
、

県
と
町
と
で
ど
の
よ
う
な

協
議
が
さ
れ
た
の
か
質
問

す
る
。

①
南
部
町
に
関
す
る
部
分

の
協
議
内
容
。

②
ハ
ー
ド
（
道
路
、
建
物

な
ど
）、
ソ
フ
ト
（
計
画
な

ど
）
両
面
で
の
孤
立
集
落

対
策
の
内
容
。

③
孤
立
が
予
想
さ
れ
た
地

域
に
避
難
道
な
ど
を
整
備

す
る
計
画
は
あ
る
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
町
の
対

策
は
。

現
在
、
県
が
実
施
す
る
改

修
工
事
を
着
実
に
進
め

て
い
た
だ
き
、
更
な
る
第

２
期
工
事
と
し
て
、
堤
防

の
嵩
上
げ
な
ど
を
要
望

し
た
い
。

　

６
月
３
日
の
青
森
県
町

町
長
答
弁
　
青
森
県
防
災

公
共
推
進
計
画
は
、
平
成

24
年
度
に
13
市
町
村
分
が

策
定
さ
れ
、
南
部
町
を
含

む
27
市
町
村
の
計
画
は
こ

と
し
６
月
下
旬
に
県
が
公

表
す
る
予
定
の
た
め
、
詳

細
は
公
表
を
待
っ
て
か
ら

と
な
る
。

①
県
は
、
平
成
25
年
度
ま

で
の
２
カ
年
で
県
内
全
市

町
村
を
調
査
し
た
。

　

県
の
調
査
に
際
し
、
町

の
避
難
所
か
ら
防
災
拠
点

と
な
る
庁
舎
等
ま
で
、
危

険
区
域
を
通
ら
ず
に
避
難

で
き
る
の
か
を
協
議
・
検

討
し
た
。

②
県
が
進
め
る
防
災
公
共

は
、
下
の
図
の
と
お
り
と

さ
れ
て
い
る
。

③
当
初
、
孤
立
の
可
能
性

が
あ
る
と
さ
れ
た
当
町
の

４
集
落
、
24
の
避
難
所
は
、

検
討
の
結
果
、
各
集
落
か

ら
最
寄
り
の
庁
舎
等
ま
で

の
避
難
道
は
確
保
で
き
て

村
長
会
議
で
、
馬
淵
川
の

河
川
工
事
を
県
に
対
す
る

要
望
事
項
と
し
て
取
り
上

げ
て
い
た
だ
い
た
。

　

会
議
で
は
、
私
も
発
言

す
る
機
会
を
得
て
、
県
か

ら
は
、
現
在
の
河
川
改
修

お
り
、
現
時
点
で
は
孤
立

の
可
能
性
が
除
外
さ
れ
る

見
込
み
で
あ
る
。

　

町
で
は
こ
れ
ま
で
、
大

雨
等
に
よ
る
道
路
の
冠
水
、

崖
崩
れ
、
倒
木
な
ど
が
発

生
し
て
い
る
が
、
幸
い
に

も
長
期
間
の
孤
立
状
態
に

至
っ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
土
砂
災
害
危

険
区
域
も
多
く
、
長
期
間

の
計
画
と
な
る
が
、
急
傾

斜
や
避
難
道
路
の
整
備
、

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
沿
っ
た
改
修
事
業

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

想
定
を
超
え
る
災
害
は

あ
る
も
の
と
認
識
し
、
連

絡
体
制
、
避
難
・
救
助
の

あ
り
方
、
物
資
の
搬
送
、

自
主
防
災
会
設
立
の
推
進
、

避
難
等
情
報
の
発
令
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
発
着
所
の
確

保
な
ど
、
防
災
公
共
に
と

ら
わ
れ
ず
進
め
た
い
。

　

馬
淵
川
の
河
川
改
修
は
、

を
平
成
27
年
度
に
は
完
成

で
き
る
よ
う
進
め
る
と
の

答
弁
を
い
た
だ
い
た
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

で
き
る
よ
う
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
た

い
。

災害時に人命を守る事を最優先として、「孤立集落をつくらない」という視点と、
「逃げる」という発想を重視した防災対策としている。

県
が
推
進
す
る「
防
災
公
共
」

は
町
に
活
か
さ
れ
る
か

なんぶ議会だより

中舘  文雄  議員
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　◉　一　般　質　問

八戸圏域定住自立圏（医療・福祉等）
に関する八戸市と南部町との協定事業

○ドクターカー運行…ドクターカーの共同運行。
○周産期医療体制周知事業…ハイリスクな妊婦や新生児

に関する情報の共有と八戸市民病院での受け入れ。
○子育て支援（４事業）…八戸市が実施する次の事業・

施設を南部町民も利用できる。
　①病後などの一時、預かり保育など「特別保育事業」
　②子育てに関し援助を受けたい会員と援助を行いたい

　会員同士のマッチングをする「ファミリーサポート
　センター事業」

　③八戸ポータルミュージアム「はっち」４階の「子育
　てつどいの広場」

　④読み聞かせや季節の行事など親子で参加できる「子
　育てサロン事業」※ 市内の各地区の公民館等

○高齢者及び障害者福祉（３事業）
　①高齢者福祉合同研修会の開催。
　②障害者福祉合同研修会の実施。
　③障害者等の障害程度区分に関する審査及び判定の共

　同実施。
○福祉避難所の整備…災害時に高齢者や障害者などを受

け入れる福祉避難所の整備と設置、圏域での相互利用。

質　

問　

工
藤
町
長
が
合

併
以
前
か
ら
最
重
要
事
項

と
し
て
進
め
、
完
成
し
た

医
療
健
康
セ
ン
タ
ー
は
、

包
括
ケ
ア
の
拠
点
と
し
て

医
療
に
加
え
役
場
機
能
も

備
え
る
。

　

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は

町
民
の
健
康
・
医
療
・
福

祉
に
対
し
て
最
善
の
サ
ー

ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
提
供

す
る
と
さ
れ
る
が
、
町
民

が
理
解
し
に
く
い
点
が
あ

る
と
感
じ
る
。

　

民
間
組
織
の
関
わ
り
や

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
、

次
の
こ
と
を
問
う
。

①
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
説

明
願
う
。
②
八
戸
市
と
結

ぶ
定
住
自
立
圏
協
定
で
の

医
療
連
携
は
。
③
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
民

間
団
体
と
の
連
携
。
④
今

後
も
病
院
部
門
を
公
営
と

し
て
継
続
運
営
し
て
い
く

の
か
。

町
長
答
弁
　
６
月
１
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
医
療
健
康

セ
ン
タ
ー
を
町
民
の
安
心

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
い

き
た
い
。

①
ケ
ガ
・
病
気
な
ど
の
治

療
後
や
慢
性
疾
患
を
抱
え

る
場
合
、
医
療
・
介
護
を

含
む
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
と
な
る
。

　

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と

は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
各
分
野
の
関
係
者
が
連

携
し
、
ほ
の
ぼ
の
交
流
な

ど
地
域
の
活
動
も
含
め
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
ひ
と

つ
な
ぎ
に
し
て
紹
介
、
提

供
す
る
仕
組
み
。

　

ま
た
、
町
保
健
師
が
地

域
を
訪
問
す
る
地
区
活
動

や
健
康
診
断
・
相
談
な
ど

で
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
方

を
確
認
し
た
場
合
、
情
報

を
各
分
野
に
つ
な
ぐ
な
ど
、

生
活
・
人
生
の
質
を
高
め

る
た
め
の
健
康
寿
命
を
延

ば
す
活
動
も
含
ま
れ
る
。

　

各
分
野
の
関
係
者
が
連

携
を
深
め
る
話
し
合
い
の

場
と
な
る
「
地
域
ケ
ア
会

議
」
を
町
健
康
福
祉
課
が

取
り
ま
と
め
、
月
４
回
開

催
し
て
い
る
。

　

医
療
健
康
セ
ン
タ
ー
に

は
、
医
療
・
保
健
・
福
祉

を
担
う
機
関
が
備
わ
り
、

常
時
連
携
が
可
能
で
、
健

診
や
介
護
予
防
が
一
つ
の

場
所
で
行
わ
れ
、
各
種
相

談
・
申
請
・
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
る

た
め
、
効
果
的
な
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
拠
点
に
な

る
と
考
え
る
。

②
八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏

構
想
で
、
八
戸
市
と
南
部

町
は
25
の
事
業
協
定
を
締

結
す
る
が
、
う
ち
医
療
・

福
祉
等
に
関
す
る
も
の
は

表
の
10
事
業
。

　

八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏

協
定
で
は
な
い
が
、
八
戸

地
域
保
健
医
療
圏
に
お
い

て
、
八
戸
市
立
市
民
病
院

と
五
戸
町
、
三
戸
町
、
お

い
ら
せ
町
、
当
町
の
町
立

病
院
を
地
区
拠
点
病
院
と

し
て
連
携
し
、
一
貫
し
た

診
療
が
行
え
る
よ
う
医
療

連
携
を
推
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
八
戸
市
立
市
民

病
院
の
研
修
医
や
赤
十
字

病
院
、
青
森
労
災
病
院
か

ら
は
専
門
科
に
医
師
派
遣

を
受
け
て
い
る
。

③
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で

は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

に
関
わ
る
全
て
の
機
関
が

連
携
す
る
た
め
、
行
政
の

み
な
ら
ず
、
民
間
の
医
療

機
関
や
社
会
福
祉
施
設
、

介
護
保
険
事
業
所
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
は
じ
め
、
民
生

委
員
、
町
内
会
、
老
人
ク

ラ
ブ
な
ど
地
域
と
の
連
携

も
深
め
、
推
進
し
た
い
。

④
公
営
企
業
の
経
営
形
態

は
、
地
方
公
営
企
業
法
の

一
部
及
び
全
部
適
用
、
地

方
独
立
行
政
法
人
化
、
指

定
管
理
者
制
度
、
民
間
譲

渡
が
あ
り
、
現
時
点
で
は

現
状
の
地
方
公
営
企
業
法

の
一
部
適
用
の
公
営
で
継

続
す
る
方
針
だ
が
、
事
業

管
理
者
に
一
定
の
権
限
と

責
任
を
持
た
せ
る
全
部
適

用
に
よ
る
経
営
も
視
野
に

入
れ
、
状
況
に
応
じ
検
討

が
必
要
と
考
え
る
。

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
医
療

健
康
セ
ン
タ
ー
の
運
営
方
針

夏堀  文孝  議員
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　◉　一　般　質　問

用　語　解　説
○アナフィラキシー…アレルギー反応で、

じんましん、腹痛やおう吐、息苦しさな
どが複数同時にかつ急激に出現した状態
のことです。

　　その中でも、血圧や意識レベルの低下、
脱力がある場合を、特にアナフィラキ
シーショックと呼び、直ちに対応しない
と生命にかかわります。

○アナフィラキシー補助治療剤…医療機関
でアナフィラキシーの治療に用いられる
アドレナリンという成分が充填され、患
者自らや保護者などが注射できる自己注
射薬で、処方の際の使用教育、判別番号、
使用報告など厳重管理されます。

※ 登録医師による処方が必要です。

質　

問　

町
の
各
事
業
は
、

そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
執
行
さ

れ
、
関
連
性
や
相
乗
効
果

の
評
価
が
さ
れ
に
く
く
、

費
用
対
効
果
の
考
察
も
な

い
状
態
だ
と
認
識
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、

新
し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
費

用
の
大
き
さ
、
今
後
の
医

療
行
政
の
方
向
性
を
模
索

す
る
う
え
で
、
体
制
や
費

用
対
効
果
の
有
効
性
を
町

民
に
示
す
こ
と
が
必
要
と

考
え
、
こ
の
問
題
意
識
へ

の
是
非
を
問
う
。

　
「
是
」（
必
要
）
と
す
る

場
合
、
そ
れ
に
対
応
す
る

姿
勢
と
方
法
論
を
示
せ
。

町
長
答
弁
　
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
内
容
は
、
夏
堀

議
員
の
一
般
質
問
で
答
弁

し
た
が
、
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
は
、
住
み
な
れ
た
地

域
で
健
や
か
に
生
き
が
い

を
持
っ
て
生
活
す
る
た
め
、

住
民
に
と
っ
て
必
要
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
是
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

対
応
す
る
姿
勢
と
方
法

論
だ
が
、
町
で
は
職
員
、

特
に
保
健
師
を
多
く
配
置

し
、
地
域
包
括
ケ
ア
な
ど

の
会
議
や
保
健
・
医
療
・

福
祉
各
分
野
の
連
絡
調
整
、

住
民
相
談
の
受
け
付
け
を

実
施
し
、
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
推
進
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
係
る
人
件
費
は
、

他
の
町
村
と
比
較
し
て
多

い
状
況
だ
が
、
予
防
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
疾
病
の

重
症
化
や
要
介
護
状
態
の

重
度
化
を
防
ぎ
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
数
を
減
ら
す
、

あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
量
を

減
少
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

だ
と
考
え
て
い
る
。

　

高
齢
化
等
で
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
が
増
大
し
、
全
体

の
経
費
は
増
加
す
る
が
、

予
防
事
業
で
一
人
あ
た
り

の
経
費
を
縮
減
さ
せ
、
経

費
の
増
加
率
を
抑
え
た
い
。

　

具
体
的
に
は
、
健
診
や

健
診
後
の
訪
問
指
導
、
運

動
教
室
や
介
護
予
防
教
室

な
ど
各
種
予
防
事
業
を
実

施
し
、
こ
れ
ら
が
保
健
・

医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

経
費
の
増
加
率
を
抑
え
、

結
果
と
し
て
医
療
費
や
介

護
給
付
費
の
縮
減
に
つ
な

が
る
よ
う
、
今
後
も
重
点

的
に
取
り
組
み
た
い
。

　

中
に
は
、
費
用
対
効
果

で
表
せ
な
い
、
そ
う
い
う

評
価
だ
け
で
は
判
断
で
き

な
い
部
分
も
あ
る
。

　

今
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ

た
施
設
、
分
野
が
一
つ
の

拠
点
施
設
で
取
り
組
む
こ

と
は
、
連
携
時
間
を
短
縮

で
き
る
体
制
が
組
め
る
。

　

短
縮
さ
れ
る
時
間
は
費

用
対
効
果
と
い
う
部
分
に

は
表
れ
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
、
本
人

そ
し
て
家
族
の
方
々
が
安

心
で
き
る
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
体
制
を
整
え
て
い
き

た
い
。

質　

問　

ス
ズ
メ
バ
チ
等

に
刺
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

死
亡
例
は
、
全
国
、
県
内

で
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

昨
今
の
温
暖
化
に
よ
る
、

ハ
チ
の
大
量
発
生
な
ど
を

踏
ま
え
、
各
学
校
に
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
補
助
治
療

剤
を
配
置
整
備
す
る
考
え

は
。

教
育
長
答
弁
　
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
は
ハ
チ
毒
、
食

物
、
薬
剤
、
ゴ
ム
な
ど
複

数
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が

短
期
間
で
生
じ
る
状
態
で
、

複
数
の
臓
器
に
わ
た
り
症

状
が
起
こ
る
と
言
わ
れ
る
。

　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
補

助
治
療
剤
は
、
症
状
を
起

こ
す
危
険
性
が
高
い
と
医

師
が
判
断
し
た
患
者
の
み

に
処
方
さ
れ
、
現
時
点
で

は
、
不
特
定
多
数
に
使
用

す
る
常
備
薬
と
し
て
学
校

単
位
に
処
方
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
と
伺
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
補
助
治
療
剤
の

注
射
は
医
療
行
為
で
あ
り

基
本
的
に
医
師
以
外
は
で

き
な
い
が
、
厚
生
労
働
省

か
ら
、
補
助
治
療
剤
を
処

方
さ
れ
て
い
る
児
童
生
徒

が
危
険
な
状
態
の
場
合
、

保
護
者
や
職
員
が
児
童
に

代
わ
り
注
射
で
き
る
と
す

る
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
各

学
校
に
お
い
て
野
外
活
動

等
の
体
験
学
習
が
計
画
さ

れ
て
お
り
、
ス
ズ
メ
バ
チ

等
に
刺
さ
れ
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
、
今
ま
で
以

上
に
校
長
会
ま
た
、
養
護

教
諭
部
会
等
で
周
知
徹
底

し
た
い
。

　

今
後
と
も
、
保
護
者
と

学
校
が
密
接
な
連
絡
を
取

り
合
う
こ
と
で
、
常
に
注

意
し
、
万
が
一
に
備
え
、

関
係
者
が
適
切
に
対
応
で

き
る
体
勢
を
つ
く
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

なんぶ議会だより

町
の
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

費
用
対
効
果
は

ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
補
助

治
療
剤
の
学

校
配
備

川守田  稔  議員
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　◉　一　般　質　問
質　

問　

政
府
は
、
憲
法

９
条
を
中
心
に
日
本
国
憲

法
を
改
定
し
よ
う
と
す
る

が
、
次
の
こ
と
に
関
し
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

①
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
の
動
き
に
対
し
、
ど
の

よ
う
に
感
じ
る
か
。

②
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
に
反
対
す
る
考
え
は
。

③
特
定
秘
密
保
護
法
が
成

立
し
た
が
、
国
民
の
知
る

権
利
は
守
ら
れ
る
か
。

④
特
定
秘
密
保
護
法
を
施

行
さ
せ
な
い
よ
う
運
動
す

る
考
え
は
な
い
か
。

⑤
日
本
が
海
外
で
戦
争
す

る
国
に
な
る
危
険
が
強
ま

る
が
、
住
民
、
自
治
体
職

員
の
受
け
る
影
響
は
。

町
長
答
弁
　
①
国
の
最
高

法
規
で
あ
る
憲
法
解
釈
に

よ
る
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
に
つ
い
て
、
政
府
、
与

党
で
活
発
な
議
論
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
推
移

を
見
守
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
国
会
等
で
審
議

中
だ
が
、
慎
重
に
議
論
を

重
ね
、
平
和
を
守
り
、
実

現
し
て
い
く
最
善
の
方
向

を
示
し
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
る
。

②
最
終
的
、
具
体
的
な
部

分
も
審
議
中
で
あ
る
た
め
、

現
状
で
は
反
対
す
る
考
え

を
持
っ
て
い
な
い
。

③
特
定
秘
密
の
保
護
に
関

す
る
法
律
は
、
安
全
保
障

上
の
秘
匿
性
の
高
い
情
報

漏
え
い
を
防
止
し
、
国
と

国
民
の
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
25
年
12
月
13
日
に
公
布

さ
れ
、
交
付
日
か
ら
１
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お

い
て
施
行
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。

　

同
法
に
は
、
知
る
権
利

の
保
障
に
資
す
る
こ
と
と
、

取
材
の
自
由
に
十
分
に
配

慮
す
る
こ
と
が
規
程
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
恣
意
的
な
秘
密

指
定
を
防
ぐ
た
め
、
監
視

機
関
の
仕
組
み
も
検
討
さ

れ
て
い
る
た
め
、
状
況
を

注
視
し
た
い
。

④
現
状
を
し
っ
か
り
と
注

視
し
て
お
り
、
運
動
し
て

い
く
考
え
を
持
っ
て
い
な

い
。

⑤
私
だ
け
で
は
な
く
、
誰

も
が
戦
争
を
求
め
て
お
ら

ず
、
将
来
に
渡
っ
て
日
本

が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
と
信
じ
て
い
る
。

　

町
職
員
の
役
割
は
、
ど

の
よ
う
な
状
況
で
も
町
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
災
害
等
に
備
え
る
こ

と
。

　

国
は
、
全
国
民
の
安
全

を
守
る
た
め
、
安
全
保
障

に
取
り
組
ん
で
い
く
も
の

と
考
え
て
い
る
。

質　

問　

地
方
教
育
行
政

法
改
正
案
は
、
教
育
へ
の

政
治
介
入
を
強
め
、
教
育

委
員
会
が
教
育
の
中
立
性

を
守
れ
な
く
な
る
と
思
う

が
、
教
育
と
教
育
行
政
の

自
主
性
は
守
ら
れ
る
か
。

　

ま
た
、
反
対
し
て
い
く

考
え
は
あ
る
か
。

町
長
答
弁
　
改
正
案
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
国
会
で

審
議
中
で
あ
る
。

　

改
正
案
は
、
現
行
制
度

の
課
題
で
あ
る
迅
速
な
危

機
管
理
対
応
、
地
方
公
共

団
体
の
長
と
の
連
携
な
ど
、

教
育
の
政
治
的
中
立
性
を

確
保
し
な
が
ら
見
直
し
す

る
た
め
に
提
出
さ
れ
た
と

さ
れ
て
い
る
。

　

改
革
の
主
な
内
容
は
、

地
方
公
共
団
体
の
長
が
教

育
委
員
会
と
「
新
た
な
総

合
教
育
会
議
」
を
設
け
、

教
育
、
文
化
な
ど
総
合
的

な
施
策
の
大
綱
策
定
や
、

児
童
生
徒
の
危
機
管
理
対

策
な
ど
を
協
議
す
る
。

　

ま
た
、
現
行
の
教
育
委

員
長
と
教
育
長
を
一
本
化

し
、
教
育
委
員
会
を
代
表

す
る
「
新
制
度
の
教
育
長
」

を
地
方
公
共
団
体
の
長
が

議
会
の
同
意
で
任
命
す
る

一
方
で
、
合
議
制
の
執
行

機
関
と
し
て
教
育
委
員
会

の
職
務
権
限
は
変
更
せ
ず
、

最
終
的
な
決
定
権
は
保
留

さ
れ
る
。

　

こ
の
た
め
、
政
治
的
な

中
立
性
は
確
保
で
き
る
と

思
う
た
め
、
反
対
は
考
え

て
い
な
い
。

教
育
長
答
弁
　
政
治
的
中

立
性
、
継
続
性
・
安
定
性

を
確
保
す
る
と
さ
れ
て
お

り
、
私
は
賛
成
で
す
。

質　

問　

町
独
自
で
実
施

す
る
中
学
生
健
診
は
、
大

変
良
い
事
業
で
あ
る
。

①
中
学
生
健
診
を
県
の
制

度
と
す
る
よ
う
提
案
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

②
学
校
の
授
業
に
取
り
入

れ
る
た
め
必
要
な
工
夫
は

何
か
。

町
長
答
弁
　
町
は
、
中
学

校
１
、２
年
生
を
対
象
に
若

年
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

と
保
健
指
導
を
単
独
予
算

で
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
の
生

活
習
慣
病
予
防
に
加
え
、

健
診
結
果
や
指
導
内
容
が

家
庭
の
話
題
と
な
れ
ば
、

町
の
健
康
寿
命
が
延
ば
せ

る
と
い
う
狙
い
も
あ
る
。

①
県
へ
の
提
案
だ
が
、
県

町
村
長
会
議
の
全
体
討
論

テ
ー
マ
が
「
健
康
」
で
あ

っ
た
た
め
、
県
の
部
長
・

局
長
級
に
提
案
し
た
。

教
育
長
答
弁
　
②
授
業
時

数
が
限
ら
れ
、
新
た
に
取

り
入
れ
る
の
は
難
し
い
。

　

小
中
学
生
は
保
健
学
習

で
心
と
体
の
健
康
や
病
気

の
予
防
を
学
ぶ
。

　

中
学
校
で
は
、
医
師
等

を
招
き
、
性
の
問
題
や
飲

酒
・
喫
煙
、
薬
物
乱
用
の

防
止
に
関
す
る
講
演
を
開

催
し
て
い
る
。

政
府
が
進
め
る
憲
法
改
定
で

町
民
、行
政
が
受
け
る
影
響
は

教
育
委
員
会

制
度
の
改
定

中
学
生
健
診

立花  寛子  議員
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　◉　一　般　質　問
質　

問　
「
日
本
創
成
会

議
」
は
、
全
国
で
約
半
数

の
自
治
体
が
50
％
以
上
人

口
減
少
し
、
消
滅
可
能
性

都
市
に
な
る
と
公
表
し
、

南
部
町
の
人
口
も
２
０
４ 

０
年
ま
で
に
47
％
減
少
し

て
１
万
５
９
６
人
に
な
る

と
予
想
さ
れ
た
。

　

人
口
減
少
を
防
ぐ
町
の

対
策
と
は
何
か
、
次
の
こ

と
を
質
問
す
る
。

①
町
内
で
育
っ
た
新
卒
者

の
地
元
定
着
率
の
向
上
策
。

②
基
金
を
活
用
し
た
人
口

減
少
抑
制
策
。
③
住
民
負

担
を
減
ら
し
、
サ
ー
ビ
ス

維
持
す
る
た
め
の
合
併
や

広
域
連
携
。
④
子
育
て
、

教
育
環
境
の
向
上
策
。
⑤

空
き
家
の
利
活
用
と
定
住

者
の
増
加
策
。

町
長
答
弁
　
①
町
で
は
、

大
学
等
へ
の
就
学
援
助
で

あ
る
奨
学
金
貸
付
制
度
で
、

卒
業
後
、
引
き
続
き
10
年

以
上
町
に
居
住
し
た
場
合

に
２
分
の
１
の
返
還
を
免

除
し
、
新
規
就
農
者
支
援

事
業
も
実
施
し
て
い
る
。

　

大
切
な
の
は
、
働
く
場

の
確
保
だ
と
思
う
が
、
正

直
、
町
内
で
は
限
ら
れ
た

確
保
と
な
っ
て
お
り
、
近

隣
市
町
村
と
の
連
携
を
含

め
支
援
策
を
考
え
た
い
。

②
基
金
は
、
経
済
的
事
情

で
財
源
が
不
足
す
る
場
合

や
天
災
等
の
場
合
な
ど
に

お
い
て
、
全
部
ま
た
は
一

部
を
処
分
で
き
る
。

　

交
付
税
が
減
ら
さ
れ
る

見
通
し
だ
が
、
将
来
の
財

政
状
況
で
恒
久
的
な
事
業

展
開
が
で
き
れ
ば
、
必
要

に
応
じ
て
基
金
を
取
り
崩

す
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

　

人
口
減
少
の
抑
制
は
、

国
・
県
・
自
治
体
の
施
策

が
一
体
と
な
ら
な
け
れ
ば

解
決
は
難
し
い
。

　

町
と
し
て
は
、
子
ど
も

医
療
費
助
成
事
業
な
ど
、

手
厚
い
子
育
て
支
援
策
や

教
育
環
境
の
整
備
に
よ
り
、

他
の
自
治
体
か
ら
転
入
を

呼
び
込
む
施
策
が
重
要
な

た
め
、
色
々
な
角
度
か
ら

考
え
た
い
。

③
国
は
道
州
制
を
議
論
す

る
が
、
平
成
の
大
合
併
か

ら
日
が
浅
く
、
効
果
検
証

も
さ
れ
な
い
状
況
で
は
混

乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
と

考
え
る
。

　

連
携
だ
が
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
、
町
税
並
び
に

地
方
交
付
税
が
減
額
さ
れ

て
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
す
る
た
め
、
電
算
事
業

の
広
域
化
な
ど
、
必
要
な

事
業
も
あ
る
と
考
え
る
。

④
未
婚
化
や
晩
婚
化
、
子

育
て
に
か
か
る
費
用
も
少

子
化
の
一
因
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

現
在
、
町
で
は
延
長
保

育
や
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
な
ど
多
様
な
保

育
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

お
り
、
保
育
等
へ
の
経
済

的
負
担
感
を
軽
減
す
る
取

り
組
み
が
必
要
な
時
期
だ

と
考
え
て
い
る
。

　

教
育
環
境
の
向
上
策
だ

が
、
社
会
全
体
で
子
ど
も

を
育
て
る
意
識
、
教
育
費

の
経
済
的
負
担
軽
減
、
子

ど
も
の
成
長
に
関
わ
る
親

の
役
割
や
認
識
な
ど
課
題

は
多
い
と
思
う
が
、
県
の

施
策
に
沿
い
、
町
も
積
極

的
に
行
動
し
た
い
。

⑤
町
は
、
空
き
家
の
利
活

用
促
進
の
観
点
か
ら
空
き

家
バ
ン
ク
を
展
開
し
、
過

去
に
４
戸
が
賃
貸
契
約
さ

れ
た
実
績
も
あ
る
が
、
空

き
家
の
登
録
が
少
な
い
状

況
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
住
宅
新
築
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
を
活
用
し

て
い
た
だ
き
、
空
き
家
バ
ン

ク
へ
の
登
録
と
移
住
者
へ

の
情
報
発
信
に
努
め
た
い
。

質　

問　

現
在
、
政
府
与

党
で
検
討
さ
れ
る
農
業
委

員
会
と
農
協
に
関
す
る
法

律
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

内
容
と
町
の
見
解
を
問
う
。

①
農
地
の
所
有
権
と
利
用

権
に
対
す
る
農
業
委
員
会

の
関
与
の
あ
り
方
。
②
耕

作
放
棄
地
の
対
策
。
③
相

続
で
取
得
し
た
不
在
地
主

や
耕
作
す
る
意
思
の
な
い

農
地
の
活
用
策
。
④
都
道

府
県
毎
に
設
け
ら
れ
る
農

地
バ
ン
ク
と
従
来
の
組
織

と
の
関
わ
り
。

町
長
答
弁
　
政
府
の
規
制

改
革
会
議
農
業
ワ
ー
キ
ン

グ
・
グ
ル
ー
プ
の
農
業
改

革
に
関
す
る
意
見
に
は
、

農
業
委
員
会
選
挙
制
廃
止

や
都
道
府
県
及
び
全
国
農

業
会
議
所
制
度
の
廃
止
、

農
地
の
権
利
移
転
届
け
出

制
へ
の
移
行
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

①
現
在
は
、
農
地
法
に
よ

る
許
認
可
制
だ
が
、
今
後
、

具
体
的
な
内
容
が
明
ら
か

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

②
町
は
、
国
の
交
付
金
事

業
で
あ
る
耕
作
放
棄
地
再

生
利
活
用
緊
急
対
策
と
経

営
所
得
安
定
対
策
を
農
家

に
周
知
し
、
申
請
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
。

　

農
業
委
員
会
で
は
毎
年
、

町
全
域
の
農
地
利
用
状
況

調
査
を
実
施
し
、
遊
休
農

地
の
利
用
者
に
は
意
向
確

認
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

③
農
地
を
相
続
し
、
農
業

委
員
会
が
届
け
出
を
受
理

し
た
際
に
、
農
地
の
適
正

利
用
が
図
ら
れ
な
い
恐
れ

が
あ
る
場
合
は
、
権
利
の

設
定
や
移
転
の
あ
っ
せ
ん

等
を
行
っ
て
い
る
。

④
町
は
、
今
年
４
月
か
ら

業
務
を
開
始
し
て
い
る
公

益
社
団
法
人
あ
お
も
り
農

林
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

農
地
の
出
し
手
、
借
り
手

の
公
募
や
現
状
調
査
等
を

受
託
す
る
。

　

そ
の
た
め
、
農
業
委
員

会
の
協
力
は
必
要
不
可
欠

で
、
各
種
農
業
関
係
機
関

と
も
連
携
を
図
り
た
い
。

　

私
は
、
農
林
水
産
省
と

の
懇
談
会
で
、
条
件
の
良

い
農
地
は
中
間
管
理
機
構

が
無
く
て
も
契
約
で
き
、

耕
作
放
棄
地
や
荒
れ
地
を

開
墾
す
る
「
受
け
手
へ
の

支
援
」
が
な
い
と
、
農
地

を
募
集
し
て
も
、
引
き
受

け
る
農
家
が
見
つ
か
ら
な

い
と
指
摘
し
た
。

なんぶ議会だより

農
業
委
員
会
と

農
協
の
改
革

「
日
本
創
成
会
議
」
発
表
の

自
治
体
消
滅
を
回
避
す
る
対
策

工藤  久夫  議員
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　◉　一　般　質　問
質　

問　

今
年
２
月
の
豪

雪
で
は
、
町
職
員
や
業
者

だ
け
で
は
歩
道
除
雪
が
で

き
ず
、
歩
道
を
確
保
で
き

な
い
場
所
が
数
多
く
あ
っ

た
た
め
、
児
童
・
生
徒
、

住
民
の
通
行
は
大
変
危
険

な
状
況
で
あ
っ
た
。

　

今
年
度
も
同
じ
く
ら
い

の
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
、
緊
急
に

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
、
質
問
す
る
。

①
地
域
と
一
体
と
な
っ
た

「
町
民
共
同
事
業
」と
し
て
、

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
す
る
考
え
は
な
い
か
。

②
国
、
県
か
ら
歩
道
用
の

除
雪
機
の
貸
与
が
な
い
地

区
に
対
し
、
町
が
貸
与
す

る
考
え
は
。

③
歩
道
確
保
の
た
め
の
除

雪
対
策
と
し
て
、
町
は
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考

え
て
い
る
か
。

町
長
答
弁
　
①
歩
道
除
雪

は
除
雪
計
画
に
基
づ
い
て
、

町
・
業
者
所
有
の
も
の
や

国
・
県
か
ら
貸
与
さ
れ
た

除
雪
機
を
使
用
し
て
、
業

者
委
託
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
で
実
施
し
て
い

る
。

　

現
在
、
歩
道
除
雪
機
を

貸
与
し
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
り
歩
道
除
雪
を

し
て
い
る
町
内
会
及
び
団

体
は
左
の
表
の
と
お
り
。

　

こ
の
よ
う
に
、
各
町
内

会
独
自
の
共
同
事
業
と
し

て
、
あ
る
い
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

自
主
活
動
と
し
て
実
施
し

て
お
り
、
町
民
と
町
と
が

「
協
働
」
可
能
な
事
業
だ
と

考
え
て
い
る
。

　

町
は
、
除
雪
機
の
貸
与

や
購
入
な
ど
を
支
援
し
、

町
内
の
有
志
に
除
雪
等
を

対
処
、
協
力
し
て
い
た
だ

く
、
現
在
の
除
雪
体
制
を

強
化
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

②
現
在
、
歩
道
除
雪
機
は

15
台
を
使
用
し
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
、
国
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
事
業
で
７
台
、

県
の
ス
ク
ラ
ム
除
雪
事
業

で
４
台
の
貸
与
を
受
け
て

い
る
。

　

他
の
地
区
の
歩
道
除
雪

も
歩
行
者
の
安
心
・
安
全

の
た
め
必
要
と
考
え
る
が
、

全
て
は
対
応
で
き
な
い
状

況
で
あ
る
。

　

町
内
会
に
お
い
て
歩
道

除
雪
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

制
が
整
っ
た
場
合
に
は
、

作
業
内
容
を
検
討
し
て
、

国
、
県
を
含
め
て
歩
道
除

雪
機
の
貸
与
等
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

③
歩
道
除
雪
は
、
延
長
約

47
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
降
雪

状
況
や
現
地
確
認
に
よ
り
、

概
ね
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
積
雪
を
基
準
に
作
業
を

実
施
し
て
い
る
。

　

基
本
的
に
は
国
道
、
県

道
、
町
道
で
歩
道
が
設
置

さ
れ
て
歩
行
者
の
多
い
箇

所
及
び
通
学
路
を
重
点
的

に
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
交
通
量
の
多
い

国
道
や
県
道
で
歩
道
が
未

整
備
の
た
め
歩
行
に
支
障

を
来
す
路
線
は
、
歩
道
整

備
事
業
を
早
期
に
着
手
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
働

き
か
け
て
い
る
。

　

今
後
、
歩
道
除
雪
を
必

要
と
す
る
路
線
に
つ
い
て

は
、
地
域
住
民
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
歩
道
除
雪

機
を
増
や
す
な
ど
、
歩
行

者
の
安
全
確
保
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

地域ボランティアで歩道
除雪する町内会及び団体

地域ボランティア体制を整えていただき、
作業路線や内容を確認して除雪機を貸与
し、歩道の除雪にご協力いただいています。

積
雪
時
の
通
学
・
通
勤
の
た
め

の
歩
道
除
雪
対
策
に
つ
い
て

○県道関係

 ・上中町町内会
 ・下名久井町内会
 ・森越町内会
 ・杉沢小中学校ＰＴＡ

○国道関係

 ・虎渡町内会
 ・下斗賀町内会
 ・上斗賀町内会
 ・新開地町内会

八木田  憲司  議員

杉沢小中学校ＰＴＡによる歩道除雪活動の様子
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　◉　各常任委員会報告、議会活動報告

　

暑
い
日
が
続
き
、
熱
中
症
な

ど
体
調
管
理
が
心
配
な
時
節

柄
、
町
民
の
皆
様
に
は
暑
中
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
つ
も
は
、
編
集
後
記
の
ス

ペ
ー
ス
で
す
が
、
今
回
は
総
務

企
画
常
任
委
員
会
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

敬
称
を
省
き
ま
す
が
、
委
員

会
は
、
副
委
員
長
の
佐
々
木
勝

見
と
委
員
の
山
田
賢
司
、
八
木

田
憲
司
、
中
村
善
一
、
立
花
寛

子
、
そ
し
て
私
の
６
名
で
構
成

さ
れ
、
町
総
務
課
、
企
画
財
政

課
、
税
務
課
、
出
納
室
の
事
務

事
業
を
所
管
し
ま
す
。

　

特
に
、
火
災
、
水
害
な
ど
に

対
す
る
防
災
は
、
町
民
の
生
命
、

生
活
に
直
結
す
る
た
め
最
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
、
よ
り
良
い
町
民
生

活
に
向
け
、
町
の
事
務
事
業
に

対
し
、
様
々
な
視
点
で
の
調
査
、

提
言
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

総
務
企
画
常
任
委
員
会

委
員
長　

馬
場　

又
彦　

記

各
常
任
委
員
会
か
ら

【
連
載
】

産業建設常任委員会

町の農業生産法人の現状と支援策
について調査しました。 （７月 16 日）
　町内の農業法人の現状と設立に関する指導や支
援制度について町職員から説明を受け、調査しま
した。
　委員からは、農業生産法人化に結び付くよう、
町の農業経営の更なる強化が必要であると意見が
出されました。

総務企画常任委員会

活用されていない町有地の現状に
ついて調査しました。         （７月３日）
　町有地（遊休地）８カ所を視察し、管理状況や
利用計画について町職員から説明を受け、調査し
ました。
　委員からは、若者の移住・定住対策への活用に
ついて意見が出され、今後は利用計画や処分状況
も詳しく調査します。

各種研修会
県下町村議会議員研修会【青森市】
※「道州制」について　　　　　 （７月 10 日）

八戸圏域定住自立圏の形成に関する勉強会
【階上町】　　　　　　　　　　 （７月 17 日）

※「圏域の畜産振興」について

教育民生常任委員会

国史跡聖寿寺館跡の発掘調査の状
況について調査しました。（７月18日）
　国史跡聖寿寺館跡の発掘調査について、町職員

から説明を受け、調査しました。

　委員からは、発掘調査により出土した遺物を含

め、全国的に貴重な南部氏の歴史を町民に広くＰ

Ｒする必要があると意見が出されました。

なんぶ議会だより

町担当職員から説明を受ける委員 町職員から剣吉中学校跡地の説明を受ける委員

町担当職員から発掘調査の説明を受ける委員



多彩なものまねで大爆笑
「花香よしあきものまねライブ」アンタッチャブル・柴田と地球による「大爆笑ライブ」

進んだり戻ったりするなまずに会場中が大歓声
「なまず勝ち抜き競泳会」

音と光の幻想的な 空間「白神  Special  Live」

熱気あふれる演舞「ふくちYOSAKOI 大会」

カヤックに挑戦「馬淵川カヤック体験コーナー」新記録達成で大歓声「さくらんぼ種飛ばし大会」

日々の鍛練の成果を披露「民謡・舞踊の祭典」
抜群の歌唱力
「中島みかライブ」

　

県
南
地
方
最
初
の
夏
祭
り
と
し
て
知
ら
れ

る
「
ジ
ャ
ッ
ク
ド
ま
つ
り
」
が
、
ふ
れ
あ
い

公
園
で
７
月
12
日
と
13
日
の
二
日
間
開
催
さ

れ
、
約
７
万
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

町
内
外
の
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の
児
童
た
ち
に

よ
る
「
ダ
ン
ス
バ
ト
ル
」
で
幕
を
開
け
た
初

日
は
、「
名
農
豊
穣
太
鼓
」
や
「
中
島
み
か
ラ

イ
ブ
」、「
白
神
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
」、「
花

火
大
会
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
ほ

か
、
今
年
初
め
て
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
を
会
場

と
し
た
「
さ
く
ら
ん
ぼ
種
飛
ば
し
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
会
場
が
一
体
に
な
っ
て
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
ド
ま
つ
り
で
は
恒

例
の
「
な
ま
ず
勝
ち
抜
き
競
泳
会
」
や
、「
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
」、「
民
謡
・
舞
踊
の
祭
典
」、

「
花
香
よ
し
あ
き
も
の
ま
ね
ラ
イ
ブ
」、「
ふ
く

ち
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
大
会
」、「
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ

ブ
ル
・
柴
田
＆
地
球
大
爆
笑
ラ
イ
ブ
」
が
開

催
さ
れ
た
ほ
か
、
馬
淵
川
を
愛
す
る
会
が
主

催
す
る
「
馬
淵
川
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

が
同
会
場
沿
い
の
馬
淵
川
で
開
催
さ
れ
、
会

場
は
幅
広
い
年
代
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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広報なんぶちょう

初
夏
を
彩
る

　  
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

ジ
ャ
ッ
ク
ド
ま
つ
り
開
催


